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はじめに 

 県教育委員会では、幼児教育と小学校教育の滑らかな接続を目指して、「学びに向か

う力推進事業」を実施しています。令和２年度からは、研究指定の小学校に加配教員を

配置し、週 15 時間程度、幼児教育施設で保育に参画するとともに、打合せや保育の準

備に参加しています。今年度も、各研究指定校園では、「学びに向かう力」の育成につ

ながる指導内容や方法の工夫改善について、研究を推進していただきました。 

 

また、令和４年度からは、国の委託事業「幼保小の架け橋プログラム事業」を受け、

指定校園には、公私や施設類型の違いを越えた幼保小接続の実現を目指し、取組を進め

ていただいております。この中で、５歳児４月から 1 年生３月までの２年間、いわゆ

る「架け橋期のカリキュラム」作りにお取り組みいただいているところです。この取組

は、すべての指定校園の取組としています。 

 

本事業の目標は、画一的なカリキュラムの作成ではありません。作成に関わって、子

どもに関わる大人が、期待する子ども像、期待する子ども像に関連がある「幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿（10 の姿）」、大切にしたいことなどについて話し合い、幼

児教育施設と小学校、また、幼児教育施設同士が互いの理解を深めることを大切にして

いただいています。最終的には、互いの保育・授業の質を向上させること、幼保小の滑

らかな接続を実現することを目指しています。 

 

本事業の研究指定は２年間、幼保小の架け橋プログラム事業については３年間です。

ここに掲載した研究２年目（３地域）、研究１年目（２地域）の取組を参考にしながら、

それぞれの校園の実態に応じた幼児教育と小学校教育の円滑な接続に努めていただき

たいと思います。 

 

最後になりましたが、本指定事業に熱心にお取り組みいただきました指定校園なら

びに、指定校園の研究を支えていただきました各市町の担当課の皆様、研究に協力いた

だいた職員の皆様、丁寧な御指導をいただいた講師の皆様に厚くお礼申しあげます。 

 

令和６年３月  滋賀県教育委員会事務局幼小中教育課 
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１ 主題設定の理由 
本校区では、思いを表出することに自信をもち、自分から行動できる子どもに育ってほしいという願

いをもって本事業を進めてきた。令和４年度は、幼小の教職員が互いの実践を知り、つながりの意識を

もって保育・授業に取り組むようになった。また、「自立心」「思考力の芽生え」につながる子どもの

姿をめざして架け橋期カリキュラムを作成することができた。令和５年度は、職員の連携に対する意識

の拡充や研修機会の確保の仕方を工夫することで、子どもが自ら動き出す力を更に高めていく取組とな

るよう配慮した。 
 

２ 幼児教育と小学校教育をつなぐ取組や架け橋期カリキュラムに関する取組など 
（１）実施した研修会等 

実施日 対象 内容等 

４月１４日 
幼小管理職、園主任、 

学年主任、担当者 

幼小接続推進委員会①  

研究課題と研究テーマ、年間実施計画について 

５月 １日 
幼小管理職、園主任、３,４,５

歳児担任、1 年担任、担当者 

合同研修会① （1 年授業の参観） 

スタートカリキュラム時の 1 年生の姿について 

5 月２６日 
園主任、３,４,５歳児担任、 

1 年担任、担当者 

合同研修会② （保育の参観）幼稚園参観から感じた

こと、授業への取り入れ方について 

７月２５日 
幼小管理職、園主任、３,４,５

歳児担任、1 年担任、担当者 

幼小接続推進委員会②  夏季研修会について 

架け橋期カリキュラム編成委員会① 1 学期の実践報

告・検討、公開研修会について、2 学期に向けて 

７月２６日 市内幼保こ小職員 
市幼小接続研修会「『主体的・対話的に学ぶ力の育

成』～子どもたちの育ちと学びをつなぐ～」 

 ８月 ７日 幼小全職員 合同研修会③ 大学教授、県指導主事からの指導講話 

 ８月２１日 ３,４,５歳児担任、1 年担任 合同研修会④ ２学期の取組について 

 ９月２２日 幼小担当者 写真カードおよび実践記録シートの作成について  

１０月  ３日 
幼小管理職、園主任、３,４,５

歳児担任、1 年担任、担当者 

合同研修会⑤ 写真カードをもとに情報交換、子ども

の姿から捉える幼小のつながりについて 

１０月２７日 
幼小管理職、園主任、３,４,５

歳児担任、１年担任、担当者 

合同研修会⑥ 公開保育・授業における接続について 

県指導主事からの指導講話 

１１月 ９日 
園主任、３,４,５歳児担任、 

１年担任、担当者 

合同研修会⑦ 公開保育・授業について、接続につい

ての共通理解  

１１月２１日 幼小職員、外部参会者 
公開保育・授業、県指導主事からの指導講話、大学教

授の講演 

１月１１日 
幼小管理職、園主任、３,４,５

歳児担任、1 年担任、担当者 

合同研修会⑧ 架け橋期カリキュラムの検討、 

令和 6 年度に向けての取組について 

２月 ８日 
幼小管理職、園主任、 

学年主任、担当者 

幼小接続推進委員会③ 

架け橋期カリキュラム編成委員会② 

２月２０日 
幼小管理職、園主任、３,４,５

歳児担任、１年担任、担当者 

合同研修会➈ 写真カードをもとに情報交換、 

令和 6 年度の取組確認 

守山市立認定こども園守山幼稚園・守山市立守山小学校   
研究主題 ： 気付き、考え、主体的に学ぶ子どもの育成 

～自立をめざした幼小連携を通して～ 

※ 園主任と担当者、 ５歳児担任と１年担任は、 必要に応じて打合せや相談の場を設定 
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(２)加配教員の取組 
◆保育への参画について 

  ５歳児の２クラスを中心に保育に参画した。昨年度と同様に園児の活動の様子を見守り、保育

者の子どもへの関わり方について学んだ。季節の移り変わりを捉えた教室の環境づくりがすばら

しかった。小学校でも色紙や絵本は設置されているが、教室や廊下に季節を感じられるものを積

極的に設置し、子どもの学習への関心を高めていければと考えた。 

◆保育の準備、打合せへの参加について 

園児降園後の 5 歳児担任の学年教材研究や打合せ、研究保育の参観などに参加した。園では、    

毎日教材研究会や打合せがあり、具体的な子どもの姿や保護者の思いを伝え合うことで、互いの

保育の質の向上につなげている。職員が日々情報共有し、保育・授業や保護者理解に生かしてい

くことの大切さを感じた。 

◆架け橋期カリキュラムの作成に向けて（資料①） 

昨年度作成したカリキュラムを実施すること、今年度の実践記録シート（（５）参照）を作成する

ことが、幼小それぞれの担任にとってカリキュラムを意識し、「自立心」「思考力の芽生え」に

視点を絞って日々の実践を見直すための手立てとなった。「思考力の芽生え」については、友だ

ちとの関わりから思考力が育つことを踏まえた記述を、小学校の欄に追加した。子どもの姿が園

と小学校でつながるように配慮した。 

 

３ 実践事例 
(１) 小学校での「わくわくタイム」の取組 

  スタートカリキュラムの一環として「わくわ

くタイム」に取り組んだ。パペット人形を使っ

て子どもたちに話しかけたり、お知らせを伝

えたり、簡単なゲームや読み聞かせに取り

組んだりして、朝や帰りの会が子どもたちの

リラックスできる時間となるよう工夫した。 

また、園では読み聞かせの機会をよく設定 

されていることを受け、「わくわくタイム」を活用して小学校でも取組を継続した。読み聞かせの機会があるこ

とで、本に関心をもち、気持ちを落ち着ける姿が見られた。さらに、子どもが自分たちの活動を振り返るきっか

けの一つとして、授業の様子を模造紙にまとめ、廊下に掲示した。 

 

(２) 「振り返る」「伝え合う」を大切にした保育・授業 

子どもたちが活動を振り返り、思いや考えを伝

え合う場を意図的に取り入れた保育・授業を積

み重ねてきた。子どもたちは、できたことを再確認

したり、困ったことを伝えて友だちの考えを聞いた

りすることで、次の活動への見通しをもつことが

できた。この取組を継続したことで、子どもたちの

話合いをしようとする意欲が向上した。 

 

(３) 学びのサイクルシートの活用（資料②） 

  子どもたちの「伝え合い」や「片付け」の場面から、保育・授業を通した育ちのつながりを強く感じたことか

ら、学びのサイクルシートを活用し、３歳から１年生までの姿を可視化できるようにした。 

  「安心感をもって伝える３歳児」「自分なりの表現で伝える４歳児」「友だちに分かるように伝える５歳児」

「友だちと伝え合う１年生」のように、写真の場面をもとに発達段階に応じた子どもの姿、援助や指導の工夫

を話し合った。そのことが、架け橋期カリキュラムを見直すことにつながった。 

【わくわくタイム】 【活動を思い出す】 

【幼：考えを伝え合う】 【小：発表を聞いて話し合う】 
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(４) 写真入りカードでの意見交流 

  子どもたちの姿を写真入りカードで持ち寄り、子どもの姿から教師が見取り、学びの姿へつなげる方策に

ついて交流し合う研修を実施した。「自立心」「思考力の芽生え」が見られた場面を捉えてカード作りをする

ことで、担任が自分の保育・授業を振り返り、「自立心」「思考力の芽生え」を意識して保育・授業に臨むこと、

園での育ちが小学校の学びにどのようにつながっているかということを考えることになった。研修に参加でき

なかった教師には、園と小学校の共有スペースにカードを掲示し、学ぶ手立てとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 実践記録シートの作成 （資料③） 

実践記録シートを作成することで、活動のどの場面で思考力や自

立心の育ちが見られるのかを振り返ることができた。活動内容や課題

が分かり、次年度の取組に役立てることができる。シートは、架け橋ボ

ード（幼稚園と小学校の共有スペースに設置し、園の週案や学級通

信、加配担当の作る通信等の掲示に使用）に掲示し、付箋で意見交

流した。（４）の写真入りカードを模造紙にまとめたものも、この共有ス

ペースに掲示した。 

全職員で幼小のつながりを学び合うことができた。 

 

４ 研究の成果と課題 
〇これまでの経験や育ちのつながりを意識した保育・授業実践の積み重ねにより、子どもに思考力、自

立心の高まりが見られるようになった。 

〇架け橋期カリキュラムの実践、  

見直しにより、昨年度よりも 

より子どもの姿に寄り添った 

カリキュラムとなった。 

 〇子どもの姿を見取る教師の目 

  と、幼小の連携を意識しなが 

  ら保育・授業に向かおうとす 

  る教師の意識が高まった。 

 

  ●今年度の取組は、休み時間に短時間の交流をする、共有スペースを生かす等、園と場所が近いという 

利点を生かしたものが多かった。今後は、校区内の保育園やこども園との連携の在り方を工夫してい 

く必要がある。 

   

５ 今後に向けて 
〇２年間の取組を校区で共有し、授業・保育参観や語り合う場を通して、互いの教育の理解や保育・授

業の改善に努める。 

〇校区内で作成している架け橋期カリキュラムをもとに、実践・検証し、カリキュラムの改善・発展に

努める。 

【写真カードは模造紙にまとめて掲示】 

【幼：友だちと相談しながら片付ける】 

 

【幼小がいつでも見られる場所に設置】 

【小：店の人になりきって会話を進める】 

【写真カード   付箋で意見交換】 
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令和５年度 守山幼稚園・守山小学校  架け橋期カリキュラム 

                    ５ 歳 児                    第 １ 学 年 

時   期（月） ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３ ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３ 

 

期待する子ども像 気付き、考え、主体的に学ぶ 

自ら考え、行動し、主体的に生活する子ども 課題に向かって意欲的に取り組み、自分なりに考えて粘り強く取り組む子ども 

 

 

 

 

 

 

自立心 

自分の力を発揮し、進んで活動に取

り組む。 

自分なりに課題をもち、自分の力で

やり遂げる喜びを味わう。 

いろいろな活動に主体的に取り組

み、充実感を味わう。 

これまでの経験を生かしてできることに

取り組み、やり遂げる喜びや楽しさを感

じる。 

課題を自分のこととして受け止め意欲的

に取り組み、やり遂げることで自信をも

つ。 

自分なりに考え、人の意見を聞きなが

ら納得できるまで取り組み、達成感を

もつ。 

 

思考力の 

芽生え 

・遊びに必要なものを、自分なりに工

夫してつくることを楽しむ。 

・友だちと関わる中で、自分なりに試

したり工夫したりして遊ぶ。 

 

・身近なものや用具に関わって遊

び、特性や仕組みを生かしたり予

想したりしながら工夫して遊ぶこと

を楽しむ。 

・友だちと思いを伝え合う中で、刺

激を受けたり、考えたりしながら遊

ぶことを楽しむ。 

・いろいろな物の性質や仕組みに

気付き、考えたり工夫したり予想し

たりして遊ぶことを楽しむ。 

・友だちと互いのよいところを認め

合いながら、自分たちで遊びを進

めていく楽しさを味わう。 

・園での経験を生かし、試行錯誤を通し

て考える。 

・友だちと思いや考えを出し合いながら

活動に取り組む。 

 

・課題に向かって積極的に関わり、周囲

の人と触れ合いながら考える。 

・友だちとの関わりを通して自分の考え

を確認したり、再構築したりする。 

・探究心をもって粘り強く取り組み課題

を解決しようとする。 

・友だちと共にできるようになったこと

を振り返り、次の学年でも生かそうとす

る。 

 心が動く   ・   試行錯誤   ・   伝え合う   ・   振り返る 

 

 

大 

切 

に 

し 

た 

い 

こ 

と 

 

 

環 境 

 

・生活に身近な様々な素材や用具があ

る。 

・生活に必要なことが分かりやすい。 

・自分なりの気付きや考えを表す場や機

会がある。 

・友だちと関わるきっかけが生まれる場や

機会がある。 

・経験を生かすことができる環境 

・生活の流れにゆとりがある。 

・少人数の友だちと遊びをつくり出せる

場がある。 

・友だちと相談したり協力したりできる

機会や場がある。 

・一人ひとりのよさを認め合う機会があ

る。 

・自分たちで生活をよりよくしようとする

機会がある。 

・経験を生かしながら、予想したり試し

たり確かめたりしたくなるような状況が

ある。 

・園での経験を生かすことで、わくわくしなが

ら活動に参加できる機会や場をつくる。 

・友だちと思いを出し合える機会をもつ。 

 

・友だちと考えを伝え合いながら課題に向か

い、思いのままに試行錯誤ができる機会をも

つ。 

・友だちとの関わりを楽しみながら活動に取

り組める機会をもつ。 

・自分の思いを自分の選んだ方法で表現

し、自分自身の成長を感じることができる

場をつくる。 

・友だちといっしょに自分たちの成長を喜

び、次の学年への期待をもてる機会をも

つ。 

 

 

 

 

・安心して自分の思いを出せるように関

わる。 

・一人ひとりの気付きや考えを受容する。 

 

 

・経験を引き出す言葉がけ 

・共に考えたり工夫したり、失敗や挑戦 

を楽しむ。 

・友だちに関心をもって伝え合おうとす

るきっかけをつくる。 

・状況や場の整理をする。 

 

・様々な考えを認めたり、それを言葉に

して他の幼児に伝わるようにしたりす

る。 

・自分たちで行動しようとする気持ちを

支える。 

 

・新しい環境で、子どもが園での経験を生か

して活動しやすいよう教室環境を整える。（視

覚支援、短くて分かりやすい指示、体験を引

き出すような言葉かけ） 

・担任以外にも困ったら助けてくれる上級生

や担任以外の先生たちが学校にいることに

気付けるようにする。 

（集団での登下校、学校探検、同じクラス、学

年での交流、他学年との交流、5 歳児との交

流、体験を重視した学習） 

・子ども同士が交流し合う場を増やす。（学

習、休み時間、係や当番の仕事、ＪＲＣ活動） 

・子どもが学級の課題を自分事としてとらえ、

自主的に活動を広げていくための振り返りの

場をつくる。 

・振り返った後、子どもが思いを試せる場（時

間、材料・道具、場所等）を保障する。子ども

が考えた活動のルールを大切にする。 

・今までの自分を振り返り、できるようにな

ったことを話し合う場の設定。 

・子ども自身に成長した自分を意識させる。

家族や上級生のしてくれたことや思いに気

付けるように生活を振り返る場をつくる。 

・２年生になる喜び、次年度への期待の気

もちを温かく見守る。 

  

遊び 

・様々な素材や用具に触れて遊ぶ。（砂、土、水、泥、シャベル、バケツ、樋、空き箱、カップ、段ボール、セロハンテープ、ペン等） 

・季節の自然物や生き物に関わって遊ぶ。 

・ルールのある遊びをする。（鬼遊び、リレー、ボール遊び、正月遊び等） 

・自分たちで遊びや生活に必要なものを準備したり、場を整えたりしていく。 

・小学生や地域の人と関わって遊ぶ。 

生活 

・園生活での約束やきまりの必要性を感じて、守って過ごす。 

・健康で安全な生活の習慣を自ら、進んで行う。 

入学式、ＪＲＣタイム（毎水曜の朝）、ＪＲＣ集会

（集い、たてわり活動） 

生活「がっこうだいすきあいうえお」 

    「いくぞ！がっこうたんけんたい」 

    「げんきにそだて わたしのはな」 

国語「えんぴつとなかよし」「うたにあわせて

あいうえお」「こえにだしてよもう」「きき

たいな、ともだちのはなし」 

・学校生活の一日の流れが分かる。 

安全な登下校、給食の準備・片付けの

仕方、ロッカーや机の位置を知る、持ち

物の整理整頓 

・学校生活に慣れ、友だちとの関わりを楽し

むためのわくわくタイムの設定 

・５歳児との交流 

運動会、校外学習、ＪＲＣタイム 

生活「あきとなかよし」「ひろがれえがお」 

国語「ききたいな、ともだちのはなし」「たのし

いな、ことばあそび」「しらせたいな、見

せたいな」 

・学習や生活の中で、自分の思いを話したり、

友だちの思いを最後まで聞いたりする。友だ

ちの話に関心をもつ。 

・スピーチタイム（話したいことを話す、友だち

の話に耳を傾ける）の場を設定する。 

・学級・学年のルールを守って遊ぶ。問題を感

じた時は、学級で話し合う場をつくる。（学級

会の実施） 

 

六送会、ＪＲＣタイム、卒業式 

生活「ふゆとなかよし」 「もうすぐ２年生」 

国語「ききたいな、ともだちのはなし」「たの

しいな、ことばあそび」「これはなんで

しょう」 

・お世話になった人、これから入学してくる

新１年生を意識して自分たちで活動をつく

っていく。 

・自分の成長を感じ、２年生への期待をも

つ。 

 

★
今

年

度 

の

重

点 

★ 

キーワード 

教師の 

 

関わり 
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主な教育課程 

予想される活動 

（休み時間、学活、生活科を中心に適宜実施） 

資料① 
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育ちのつながり（学びのサイクルシートを活用して） 資料② 
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 ３歳児 

時期（月） ８・９・１０・１１・１２ 

期待する 

子ども像 

気づき、考え、主体的に学ぶ 

自ら考え、行動し、主体的に生活する子ども 

自立心 
① 自分で出来る喜びを感じ、教師と一緒にやってみようとする。 

思考力の 

芽生え 

② 様々な素材に触れ、何度もやってみる中で、素材の面白さを感じる。 

③ 教師や同じ場にいる友だちの真似をして遊ぶことを楽しむ。 

キーワード 心が動く   ・   試行錯誤   ・   伝え合う   ・   振り返る 

 11 月中旬 
近くの友だちが牛乳パックと紙コップを使って電車を作り、教師に知らせている様子を見ていた A
児は牛乳パックを手に取り電車を作り始める。 

A 児「先生、電車作ろうよ。①」 
教師「先生も電車作ろう！どんなのにしようかな。」 
A 児「タイヤつける。①」 
様々な素材の中からヤクルト容器を２つ選ぶ。 
セロハンテープで貼ろうとするがテープの長さが短いことでくっつかない。 
 
 
 
 
 
教師「くっつかないね。テープが短いのかな。」とテープを長くして教師も同じものを作る。 
A 児はテープを少し長めにして貼ろうとするが自分の思うようにくっつかなかったので、貼る場所を変え
て試している。②③ 
A 児「できない。」 
手先の不器用さあり、思うようにできず諦めそうになっていた。 
 
 
教師「先生と一緒に貼ろうか」 
 
教師の支えの基、貼る、外すを繰り返しながら自分の思うようにテープを貼ることができた。② 
A 児「できた！①②」 
教師「電車できたね！」 
 
 
 
 
 
 
A 児「もう一個する。①②」 
できたことを喜び、作ったものを走らせたり、近くの友だちに知らせたりしていた。 
次の日もタイヤを紙コップに変えて作るなど自分でやってみようとする姿が見られた。①② 

 ・教師が一緒に遊びながらモデルを示したり、行為を言葉にしたりすることで、自分なりにやってみ

ようとしたり、新たな方法に気付いたりすることができる。 

・子どものしようとしていることを見取り、日々の子どもの様子から個に応じた関わりをすることで、

自分でしようとする姿につながる。 

・子どもにとって扱いやすく、様々な形や大きさの素材があることで自分のしたいイメージに合わせ

て選んだり、繰り返し試したりすることができる。 

 ４歳児 

時期（月） ８・９・１０・１１・１２ 

期待する 

子ども像 

気づき、考え、主体的に学ぶ 

自ら考え、行動し、主体的に生活する子ども 

自立心 ① 自分のやりたいことに繰り返し楽しみながら、自分なりの思いやイメージをもって遊ぶ。 

思考力の 

芽生え 
② 様々な素材を使って、試したり、考えたりして遊ぶ。 

③ 同じ場にいる友だちや気の合う友だちのしていることを真似たり、刺激を受けたりする中で、自分の

遊びに取り入れる。 

キーワード 心が動く   ・   試行錯誤   ・   伝え合う   ・   振り返る 

 A 児と B 児が自分の遊びを楽しむ中で、一緒に、揃いのものを作って喜んだり、友だちの姿から刺

激をうけて自分の遊びに取り入れたりして遊ぶ姿が見られている。 

 

1１月初め 

同じような大きさの箱やペットボトルのキャップ、カップなどを使って、 

遊びに使えるレジを作ろうとしていた。①② 

A 児「B ちゃんも一緒の作ろう。」 

B 児「いいよ。②」 

A 児と B 児が箱を選んで持ってきて、箱の底部分と蓋部分を分けて、作り始めた。①②③ 

A 児「これ（キャップ）は箱の上に付けよう。①②」 

B 児「私はレジを押すボタンにしてみよう。①②③」 

A 児と B 児が一緒に話をしながら遊んでいた。 

A 児「同じレジ作ったよ。」と、B 児と一緒に作ったものを教師に見せに来た。③ 

T「ほんとだ。お店屋さんで使えるね。」 

A 児「ここは私が考えたの。レジでピッてできるの。①②」 

T「買うもののバーコードを読み取るところかな？ 

 カップでいいモノ思いついたね。」 

２人で顔を見合わせて微笑む。 

T「A ちゃんも、B ちゃんもちょっと違う面白そうなのがついているね。①③」 

A 児「払うときにはここにピッて携帯でするよ。①」 

B 児「お金はここに入れてね。①」 

 

 

 

T「わぁ、いいね。先生もピッて、やってみていい？」 

A 児・B 児「いいよ！」 

翌日以降も、友だち同士、同じイメージの中で一緒に遊ぶ 

楽しさを感じて、友だちがやっていることに興味関心を 

もってしたり、思いを表したりして遊ぶ姿が見られた。 

 ・ 4 歳児は、友だちの刺激から、真似するだけでなく、大きさや長さが少し違うものを用意するこ

とで自分なりに工夫する姿につながる。 

・ 同じことをしていても、材料の使い方など、それぞれの工夫について、教師が具体的な言葉で 

認めたり、問いかけたりすることが子どものさらなる意欲につながる。 

令和５年度  架け橋期カリキュラム実践記録（守山幼稚園）  
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自分のしたいことができたと感じられるよう

教師が手を添えて一緒にする。 

 
子どものやってみたい思いを

受け止め、教師も一緒にするこ

とで安心感をもってできるよ

うにする。 

 
できたことに共感し、満足感や次への意欲に

つなげる。 

 
教師の様子を見て、同じように真似たり、テー

プを長くすることを試したりして気付きにつ

なげる。 

幼
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振
り
返
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友だちとの関わりから考えた
り、工夫したりする姿を認め
ることで、次もやってみよう
と思える意欲につなげる。 

友だちと同じイメージをもって遊ぶことを楽し
んでいるため、同じ大きさの箱やイメージが再
現しやすい素材を十分に用意する。 

子どもが物と関わり、気付いたり、考
えたりしたことを表す姿につながるよ
うに見守った。 

友だちと思いや考えを出し合っている姿
を受け止めたり、自分とは違う考えを気
付いたりできるように仲立ちとなる。 

一人ひとりがイメージを広げてこだわり
をもって作るところを具体的に認めるこ
とで、満足感が味わえるようにしてい
く。 

 

資料③-１ 

教師も遊びの仲間となって関
わることで、子どもたちので
きた喜びや楽しさが味わえる
ように思いを共有する。 
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 5 歳児 

時期（月） １１・１２ 

期待する 

子ども像 
気づき、考え、主体的に学ぶ 

自ら考え、行動し、主体的に生活する子ども 

自立心 ①自分なりに課題をもち、自分の力でやり遂げる喜びを味わう。 

思考力の 

芽生え 
②身近なものや用具に関わって遊び、特性や仕組みを生かしたり、予想したりしながら、工夫して遊ぶこ

とを楽しむ。 

③友だちと思いを伝え合う中で、刺激を受けたり、考えたりしながら遊ぶことを楽しむ。 

キーワード 心が動く   ・   試行錯誤   ・   伝え合う   ・   振り返る 

 11 月上旬 
アイス作りから、アイスクリーム屋さんの店構えを作り始めた。その中で、長い芯を支柱にしてカー
テンを作ろうと、スズランテープを使って作るが、長い芯が立たず、何日も養生テープの貼り方を変
えて試していた。 
Ａ児「どうやったら立つのかな？①」 
教師「芯と養生テープだけで立つのかな？何かいい考えがないかな。」 
B 児「何か使う？②③」 
A 児「箱を使うのはどうかな？②③」 
B 児「一回やってみよう！①②③」 
芯の先が入る大きさの箱を選んでもってきて、箱の中に芯を入れて、養生テープで付ける。 
B 児「すぐに倒れてくる。どうしたらいいかな？②③」 
考えているときに、他の遊び場の C 児がやってくる。 
C 児「どうしたの？③」 
B 児「これを立たせたいけど、立たへんねん。③」 
C 児「なんか、周りに置いたら？②③」 
B 児「箱を置いてみたけど、無理やった。」 
教師「そっかあ。じゃあ、他に何か使えそうなものはないのかな？」 
B 児「今日のお話タイムで聞いてみる？③」 
教師「わかった。じゃあ、今日は片付けて、みんなに聞いてみよう」片付けをして、話し合いをする。 
話し合いの時間 
Ｂ児「カーテンを立たせたいけど、立たないから、どうしたらいいかな？③」 
教師「今日もアイスクリーム屋さんで考えたことを試してみたんだよね」 
Ａ児「箱を使ってやってみたけど、うまくいかなかった。」 
教師「どうしたらいいかいい方法知っている人いるかな？」 
Ｄ児「重いもので支えたら？石とか？砂？②③」 
Ｅ児「ドングリとかは？あと、水？③」 
教師「重いものだといいの？」 
D 児「重いと動きにくいから倒れないかなって。②」 
教師「なるほどね。重いものを芯の周りに置くと、芯が倒れにくいかなってこと？今、友だちの考えを

聞いてみてどうだろう？明日、アイスクリーム屋さんのカーテン、立てられそうかな？」 
B 児「うん！明日やってみる！」 
翌日から、カーテンの支柱が立つように、どんぐりを箱に入れたり、ペットボトルに水を入れたり、ペ
ットボトルの本数を変えたり①②③して何度も試して遊ぶ。 

 ・子どもたちが遊び仲間と考えや気付きを伝え合うために、教師が仲立し、自分の思いを伝えられ

る雰囲気作りをしたり、目的を再度確認したりすることで、同じ目的に向かって友だちと考えを伝

え合い試したり、工夫したりする姿につながる。 

・これまでの振り返りの時間のもち方が、友だちに聞いてみようと思える場であったことで、子ども

たちから話し合いの時間に友だちに聞いてみようとする姿につながった。 

 5 歳児 

時期（月） ８ ・９ ・１０ 

期待する 

子ども像 
気づき、考え、主体的に学ぶ 

自ら考え、行動し、主体的に生活する子ども 

自立心 
①自分なりに課題をもち、自分の力でやり遂げる喜びを味わう。 

思考力の 

芽生え 

②身近なものや用具に関わって遊び、特性や仕組みを生かしたり、予想したりしながら、工夫して遊ぶこ

とを楽しむ。 

③友だちと思いを伝え合う中で、刺激を受けたり、考えたりしながら遊ぶことを楽しむ。 

 

キーワード 心が動く   ・   試行錯誤   ・   伝え合う   ・   振り返る 

 ９月中旬 

オペレッタを楽しんでいる。 

Ａ児はカブトムシが好きで、いつもその表現を楽しんでいる。 

保育室で遊んでいる際に、ダンボールを使ってカブトムシの角を作る。 

Ａ児「先生見て！カブトの角できた！①②」 

教師「ほんまや！ダンボールで作ったんやね、かっこいいカブトに見えるわ。」 

Ａ児「そうやろ。のしのしズンズン…（カブトムシの動きを見せる）」 

教師「強そうなカブトムシやね！」 

Ａ児「そうだ、くぬぎも作ろう。①」 

教師「ほんまや、カブトムシの好きなくぬぎの木があるとカブトムシが喜びそうやね。」 

Ａ児「うーん、でもどうやって作ろうかな。」 

教師「木だから、長い棒みたいなのがいるかな。 

どれぐらいの大きさにする？」 

Ａ児「うーん、これぐらい。（あまりイメージはなさそう）」 

教師「じゃあ長いもの探しに行ってみようか。」 

Ａ児「うん。」 

Ａ児と教師が材料を探していると、Ｂ児がやってくる。 

Ｂ児「何してんの？」 

Ａ児「くぬぎの木を作るねん。」 

Ｂ児「僕もやりたい！③」 

Ａ児「いいよ。」 

Ｂ児「くぬぎの木やったら、葉っぱもいるな、なんか緑の 

やつないかな。①②」しばらく探す。 

Ａ児と教師が筒を選び組み合わせようとしていたところ、Ｂ児が緑のポリ袋を持ってくる。 

Ｂ児「これででどう？」 

Ａ児「ほんまや、葉っぱみたい。③」 

教師「これが木の幹で、これが葉っぱってことやね。」 

Ａ児「ほんまや、できそう！①②③」その後は二人で作り進める。 

 ・イメージを具体化したり、選ぶものを焦点化したりする教師の関わりがあることで、イメージをもっ

て選んだり考えたりする姿につながった。 

・友だちに関心をもって関わろうとする姿がある。そこへ教師の関わりがあることで、一緒に一つの

ものを作ろうとする姿につながった。 

幼

児

期

の

終

わ

り 

ま 

で 

に 

育

っ

て

ほ

し

い 

姿

が

見

ら

れ

た

子

ど

も

の

学

び

の

姿 

振
り
返
り 

本児がやりたいことに

向かって取り組んだ姿

を十分に認め、満足感

や自信につなげる。 

本児のイメージを共有し、共に楽しむことで、満足感に 

つなげたり、新たな意欲につなげたりしていく。 

本児のやりたいという気持ちに共感し、目的に 

向かって進もうとする姿を支える。 

具体的なイメージを引き出す質問をするこ

とで、本児自身がイメージを具体的にする 

きっかけとする。 

材料を見ることで具体的にイメージがもて

るようにする。 

２人のイメージを言葉にして共有す

るきっかけとすることで、共に作っ

ていこうとする姿につなげていく。 

 

幼

児

期

の

終

わ

り 

ま 

で 

に 

育

っ

て

ほ

し

い 

姿

が

見

ら

れ

た

子

ど

も

の

学

び

の

姿 

振
り
返
り 

子どもが困っていることを同じ場にいる友

だちとも共有することで、より考えが広が

るきっかけにつなげる。 

重いものが支えになることに気付き、自分の

遊びに生かそうとする姿につなげる。 

いろいろな友だちの考

えを聞いて、刺激を受

けたり、自分なりの考

えを広げたりするきっ

かけになってほしい。 

友だちが考えていることに関心

をもって一緒に考えようとする

姿につなげる。 

資料③-２ 令和５年度  架け橋期カリキュラム実践記録（守山幼稚園）  
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 第  １  学  年 

時 期（月）   １０ ・ １１ 

 

期待する 

子ども像 

気付き、考え、主体的に学ぶ 

課題に向かって意欲的に取り組み、 

自分なりに考えて粘り強く取り組む子ども 

自立心 ① 課題を自分のこととして受け止め意欲的に取り組み、 

やり遂げることで自信をもつ。 

思考力の 

芽生え 

② 課題に向かって積極的に関わり、周囲の人と触れ合いながら考える。 

③ 友だちとの関わりを通して自分の考えを確認したり、再構築したりする。 

キーワード 心が動く   ・   試行錯誤   ・   伝え合う   ・  振り返る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語 「すきなものなあに」】 

〇話型を示すことで、伝えたいことを理由と合わせて話すこ  

とができるようになってきた。① 

〇ペアやグループなど、話し合いの形態を工夫することで、 

相手にわかりやすく伝えられるようになってきた。②③ 

 

【朝のスピーチ】 

〇「すきなものなあに」で学習したことを思い起こす機会を 

もつことで、伝えたいことを文章で表現することができる 

ようになってきた。① 

〇継続的に行うことで、質問や感想を伝えることができるよ 

うになってきている。 

〇質問タイムを設けることで、相手の話に関心をもち、話を

つなぐことができた。②③ 

 

【動画視聴とペアトーク】 

〇話し方・聞き方のよくない例とよい例、改善ポイントなどを 

まとめた動画を視聴することで、子どもたち自身が客観 

的に考える機会をもつことができた。① 

〇動画を視聴した直後に同じテーマについてペアで話し合 

うことで、気をつけるポイントを具体的に意識して話し合  

うことができた。②③ 

〇声の大きさや目線など、ポイントを示すことで、相手にわかりやすく伝えることができるよう 

になってきた。① 

 

 
・自分の思いをもって話すことはできてきている。今後は、話の内容に関心をもち、大切なことを落とさ

ないように気を付けて聞けるようにしていきたい。 

・「話すこと・聞くこと」の学習は、継続的に行うことが大切なので、日々の実践でも繰り返し取り入れ

たい。 

 第  １  学  年 

時 期（月）   ９ ・ １０ 

 

期待する 

子ども像 

気付き、考え、主体的に学ぶ 

課題に向かって意欲的に取り組み、 

自分なりに考えて粘り強く取り組む子ども 

自立心 ① 課題を自分のこととして受け止め意欲的に取り組み、 

やり遂げることで自信をもつ。 

思考力の 

芽生え 

② 課題に向かって積極的に関わり、周囲の人と触れ合いながら考える。 

③ 友だちとの関わりを通して自分の考えを確認したり、再構築したりする。 

キーワード 心が動く   ・   試行錯誤   ・   伝え合う   ・   振り返る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活「ひろがれえがお」 園や家庭での経験を学習活動につなげる】 

〇「おうちの人を笑顔にする」方法について出し合うことで、家には様々  

な仕事があることに気付くことができた。自分がしたことのない仕事  

を経験している友だちがいることを知る場にもなり、「自分もやってみ 

たい」「どの仕事に挑戦しようか」と、これから取り組む活動への意   

欲をもてた。 ① 

〇実際に家の仕事を手伝い、おしごとプリントに家族からコメントをもら 

 ったり、自分が仕事をした時の家族の表情や言葉を出し合ったりする 

 ことで、「家族の笑顔」について再度考える場が生まれた。②③ 

〇家の仕事を体験して分かったことや感じたことの発表準備では、 

自分の思いや考えを伝える方法を友だちと話し合いながら活動を進  

められた。発表したいことがうまく伝わるような原稿作りや道具作りな  

どに取り組む姿が見られた。②③ 

 

 

○発表原稿や作ったものを使って練習を繰り返した。グループの友だち 

と見合いアドバイスし合うことで、原稿なしでも話せるようになったり、   

道具を使った実演の見せ方を工夫したり、個々に工夫ができた。②③ 

 

 

 

 

 

 

 

○友だちの発表を聞き、次にやってみたい仕事を見つけることができた。 

○自分にできることがたくさんあることに気付くことができた。① 

○ただ発表するだけでなく質問タイムを設けることで、仕事のやり方について考えられた。②③ 

○家族への感謝を感じることができた。 

 
・家で自主的に家族を手伝ったり、学校の体操服をきれいにたたむ、掃除をがんばったりするなど、自

分の身の回りを振り返る姿が見られるようになった。 

・この学習を普段の生活や家庭での仕事への姿勢につなげ、継続していくために、折に触れて子ども

の話を聞いたり励ましの言葉をかけたりしていきたい。 

資料③―３ 
令和５年度  架け橋期カリキュラム実践記録（守山小学校）  

【動画をみてペアトーク】 

【質問タイムで話をつなぐ】 

【すきなものを伝え合う】 

幼

児

期

の

終

わ

り 

ま 

で 

に 

育

っ

て

ほ

し

い 

姿

が

見

ら

れ

た 

子

ど

も

の

学

び

の

姿 

振

り

返

り 

幼

児

期

の

終

わ

り 

ま 

で 

に 

育

っ

て

ほ

し

い 

姿

が

見

ら

れ

た 

子

ど

も

の

学

び

の

姿 

振

り

返

り 

【家族の笑顔について話し合う】 

【発表の準備と練習】 

どうやって発表しよう。みんなはどうするの？ 

ここがこわれやすいんだよね。 

手伝うよ。ここ持ってたらいい？。 

家で包丁の使い方教えてもらった。 

前からだとよく見える。 
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ｓ 

 

 

 

 

 

１ 主題に関わる２年目の研究目的 

 研究 1 年目は、「保育を知る」「学びを知る」ことに特化し、互いのよさを感じることができた。また、

保幼職員と小学校職員が繋がるきっかけとなった。 

 研究２年目は、１年目の研究成果を生かし、繋がりを活かす環境作りや違いを滑らかにする支援の在り

方を検討し、実践することを目的に研究を深めた。また、研究校園の責務として、日野町内全体で保幼小

接続がより一層進むよう、情報共有や繋がるきっかけづくりを積極的に行うこととした。 
 

２ 幼児教育と小学校教育をつなぐ取組や架け橋期のカリキュラムに関する取組 

(１)実施した研修会等 

 

(２)加配教員の取組 

◆保育への参画での気付き 

保幼へ週に１日ずつ勤務し、５歳児クラスを中心に保育に参画す   

ることで、小学校の学習へどのように繋げていくのかを模索した。 

中でも、振り返りは「言葉による伝え合い」「協同性」との関連

実施日 対象 内容等 

4 月 27 日 全管理職、１年・５歳児担任 ・保幼小接続推進委員会（顔合わせ、打合せ） 

5 月 12 日 小管理職、１年・５歳児担任 ・保幼小連絡協議会（１年授業公開、情報共有） 

 5 月 25 日 １年・２年・５歳児 ・授業体験会①（体育授業体験、指導法検討） 

5 月 30 日 小全職員、保幼職員（希望） ・合同研修会①（２年授業参観、研究会） 

 7 月 12 日 小幼職員（希望）、保全職員 ・合同研修会②（こばと園４歳児保育参観、研究会） 

 7 月 20 日 全管理職、１年・５歳児担任 ・架け橋期カリキュラム編成委員会①（１学期振り返り） 

 8 月  4 日 町内全校園職員（希望） ・合同研修会③（大学教授の講話、グループワーク） 

9 月 14 日 １年・５歳児 ・授業体験会②（図工授業体験、指導法検討） 

10 月  3 日 全管理職、１年・５歳児担任 ・合同研修会④（指導案検討会） 

10 月 12 日 全管理職、１年・５歳児担任 ・合同研修会⑤（指導案検討会・最終打合せ） 

10 月 26 日 小幼職員（希望）、保全職員 ・合同研修会⑥（こばと園２歳児保育参観、研究会） 

11 月  2 日 小幼職員（希望）、幼全職員 ・合同研修会⑦（南比都佐幼稚園３・４歳児保育参観） 

11 月  9 日 町内全校園職員（希望） ・公開研修会 

11月 21日 小幼職員（希望）、保全職員 ・合同研修会⑧（こばと園３歳児保育参観、研究会） 

11 月 30 日 ３年・５歳児 ・学林交流会（自然遊び） 

12 月 22 日 全管理職、１年・５歳児担任 ・架け橋期カリキュラム編成委員会（２学期振り返り） 

 1 月 23 日 全管理職、１年・５歳児担任 ・架け橋期カリキュラム編成委員会（３学期の見通し等） 

 1 月 31 日 小全職員、保幼職員（希望） ・合同研修会⑧（１年授業参観、研究会） 

 2 月 20 日 １年・５歳児 ・授業体験会③（算数） 

 3 月  8 日 全管理職、１年・５歳児担任 ・保幼小接続推進委員会②（まとめ・次年度に向けて） 

 ３月未定 小管理職、１年・５歳児担任 ・保幼小連絡協議会（新１年生について） 

年間 小全職員 ・こばと園園内研究の保育参観・研究会参加 

年間 小全職員 ・南比都佐幼稚園への保育参加 

日野町立南比都佐幼稚園・日野町立こばと園・日野町立南比都佐小学校 

研究主題：自分の思いや考えを表現できる環境づくりや支援の在り方 

                      ～「育ち合う」子どもから「学び合う」子どもへ～ 
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が強く、重点を置いて研究を深めた。保幼では発達の段階や目的に合わせて振り返りの形を変えて行

うことが多く、子どもの発言には問い直しをしながら明日の保育へ繋げていく。夏に保育園で０歳～

４歳児の保育に参画する機会があったが、３歳児から振り返りを行っていることや、今日の感想だけ

にとどまっていないことが分かった。そうして積み上げられた振り返りの方法を授業の中でも継続し

ていけば、子どもの主体的・対話的で深い学びに繋がると感じた。さらに中・高学年の書く振り返り

においても、深まりを見られるのではと考える。 

 また、時間の使い方についての学びも大きい。子どもの様子を見ながら、臨機応変に活動や環境を

変え、子どもの育ちが発展していくように設定している。小学校では 45 分の枠組みをどうしても意

識してしまうところがあるが、大枠で「今日やること」を決める程度で単元構成や１日の流れを計画

することも必要だと考える。次年度より実施する年間指導計画は、単元同士の関連や子どもの発達な

どにも意識を向けながら作成していきたい。（別添資料②参照） 

◆保育の準備、打合せへの参加での気付き 

 園の先生方と話したり、保育の様子を見たりする中で、目指す子どもの姿が見られるよう、先生方

が環境の構成を子どもの思考の流れをもとに熟考する姿が見られた。先生が準備するものもあれば、

子どもと相談しながら準備するものもあり、子どもたちは保育者に導かれる中で自己決定していく、

という絶妙なバランスで保育が繰り広げられていることが分かった。保育室の環境の構成によって子

どもの遊びが急に盛り上がった場面を何度か目にした。いつも保育者同士が、子どもの思考をもとに

した環境について対話しているからであると感じた。 

◆架け橋期カリキュラムの実施・検証・改善（別添資料①参照） 

 年度当初から架け橋期カリキュラムをもとに保育・授業を進

めることが出来たので、互いの経験や思考の流れ、学びのつな

がりを意識して実践することができた。検証は、学期ごとに保

幼小で集まって育ちを共有し、次の学期ではどのような育ちを

目指していくのかについて話し合った。保幼の育ちを踏まえて

１年生の育ちを考える機会となった。改善については、振り返

りにおける文言を細分化した方がより発達段階が分かりやすく、担任や担当者が変わっても引き継げ

ると考えた。（別添資料③参照） 

 

３ 実践事例 

（１）「互いに知る」 

・研究会の参加や保育参加 

互いの子どもの見方や捉え方、ねらいを理解することができた。また、アドバイスを共に考えるこ

とが、授業改善や保育改善に繋がった。 

（２）「互いに親しむ」 

・合同運動会や５・５交流 

 園児が小学生の活動を見て園の遊びでまねっこをしたり、小学生が園児を楽しませるためにどうす

るか計画・実施したりすることが、思考の深まりや達成感につながった。 

 ・図書室の利用 

    利用する曜日だけを決め、幼稚園の都合で来室できるようにしたこ

とで、無理なく実施することができた。また、親しみが生まれ、園児

が安心できる場所の一つとなった。 

・職員交流会 

    職員の距離が縮まり、会議等場の設定が無くても電話などでの情報

共有が気軽にできるようになった。 
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 ・保育や授業のサポート 

    借りたいものや教えてほしいこと等を伝え合うなど、保育や授業を互いにサ

ポートし合ったことが、子どもの学びの深まりに繋がった。職員としても助け

てもらえる存在が増えたことは非常にありがたく感じた。また、交流等を通し

て生まれた子ども同士の繋がりが、入学後の安心に繋がった。 

（３）「繋がりを感じる」 

・授業体験会 

昨年度同様続けて実施した。実施の際には、保幼の先生と相談しながら授業

内容を決めるなどして、互いの学びの機会となるよう心がけた。振り返りカードを使うことで、互い

の学びやアドバイスなどをすぐ交流することができた。 

 ・加配教諭通信『つながる～NO！ゼロスタート』 

    加配教諭が気付いた保育の工夫をもとに、小学校への繋がりや、違いを紹介している。保育をもと

に「小学校では…」を掲載し、互いを意識しながら保育・授業ができるようにした。 

（４）町全体へ広げる取組 

 ・夏の合同研修会 

        夏の合同研修会は、校区だけでなく、対象を町内全体に拡大して行っ

た。主に５歳児担任や１年生担任、管理職などを中心に、約 35 名が集まっ

た。大学教授より園児の様子をもとに保幼小連携に必要なことについて講

話を聴いた後、校区ごとにグループワークを行った。グループワークでは

「協同性」「言葉による伝え合い」に焦点を当て、それぞれの実態と、共

通して取り組めることや困っていること等を話し合った。同じ校区の先生

同士がじっくり話せるよい機会となった。 

 ・町内の研究保育への参加 

    他園の研究会に参加することで、小学校との繋がり等について、町内の多くの先生と話す機会とな

った。 

 ・日野っ子育成「連携」推進委員会と５歳児部会の同時開催 

    各校区で架け橋期カリキュラムの作成をするため、各々の会議を合同で開催した。各校区で相談す

る機会を設定したことで、保幼小連携について一緒に考えるきっかけとなった。 

 

４ 研究の成果 

   昨年度の課題を踏まえ、小学校の時間軸を滑らかにし、子どもの思考の流れに沿って学習を進めたり、

課題解決型学習を１年生から進めたりすることができた。また、交流や情報を共有する機会を多くもつこ

とで、子どもの経験が広がり、保育の幅を広げることができた。よりよい育ちと学びに向けて共に学び合

おうとする教師の意識の変化が最大の成果となった。 

   今年度は、町全体で保幼小連携について考える機会が設定できた。そこで、各校区での架け橋期カリキ

ュラムを作成することについて、動き出すことが出来た。校区によって子どもの実態は違う中で、じっく

り子どもの姿を考えながら、目指す子どもの姿について校区ごとに語り合えたことは、今後の町全体での

保幼小接続推進の基盤となる。 

 

５ 課題と今後に向けて 

   今後は、加配教員がいなくても繋がり合える町の環境が必要である。例えば、子どもと直接接している

教員が直接保育や授業を参観できる機会の確保等、学び合う環境を整えることが必要である。また、小中

連携についても同様に考えていくことで、「命が宿ってから義務教育終了までの 16 年プロジェクト」を

進めていけるのではないかと考える。今後は、今年度作成した各校区の架け橋期カリキュラムの検証や改

善の機会を設けるよう働きかけ、カリキュラムを作って終わるのではない、持続可能な接続を目指す。 
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５歳児 第１学年

時期 ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３ ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３

期待する
子ども像 自分の思いや考えを言葉で表現できる子ども

幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で

に
育
っ
て
ほ
し
い
姿

協同性
友だちと一緒に活動することを楽しむ。共通の目的に向かって、友だちと一緒

に活動を進めようとする。
共通の目的に向かって、協力して、
やり遂げようとする。

自分の力を発揮し、楽しみながら新しい友だ
ちと学習する。

ゴールに向かって、友だちと協力しな
がら学習する。

友だちと話合いながら試行錯誤し、工
夫して学習する。

言葉による
伝え合い

自分の気持ちを伝えようとする。 自分の思いを伝えたり相手の思いを聞
いたりして、遊びを進めようとする

考えや思いを言葉で伝えようとした
り相手の思いに気付いたりする。

新たな友だち関係の中でも自分の思いや考え
を言葉で伝えようとする。

友だちと話合いながら、学びを進めて
いく。

友だちと話合う中で、いろいろな考え
に出会い、学びを深める。

大
切
に
し
た
い
こ
と

ふりかえり
・伝えたいことを伝える時間を確保
・得意不得意を把握

・グループで話す機会を設定
・友だちの話を聞いて反応する経験

・話題について全体で話し合う
・聞く姿勢や聞く姿勢を意識

・マークや言葉を使ってみんなが表現
・安心できる人間関係や環境づくり

・視点を意識したふりかえり
・深める返し発問 →短文を書く。

・視点を選んで書く。
・交流する機会

環境
単元

・安心安定して生活できる環境づくり ・やりたいことが実現できる材料や道具の準備
・遊びに見通しがもてる環境づくり（可視化・本の精選・掲示物）
・友だちと思いや考えを共有できる時間や場の設定

・学習時間を柔軟に設定 ・学習することに主体性や達成感をもてる導入やゴールの設定
・学習計画の掲示 ・並行読書 ・既習事項や成果物の掲示 ・園でやったことを振り返る→それを発展させる単元構成
・ペアワークやグループワークの実施

先生の
関わり

・一人一人が安心して自分の思いを出
せるようにする。

・子ども同士が繋がり合えるように仲
立ちに入る。

・一人一人の良さや成長を認め、充
実感をもって生活できるようにする。

・わからないと言える学級で安心して学習できるようにする。
・授業形態を工夫して子どもたちが繋がり合える場の設定をする。
・一人一人の良さや頑張りを認める声かけ→認め合える雰囲気作りを

キーワード 安心して自分が出せる環境 繋がる喜びを感じ合える仲間 自分を認められる関わり

主
な
教
育
課
程
・
予
想
さ
れ
る
活
動

自然と
遊ぼう

別添資料① 滋賀県版「架け橋期カリキュラム」共通シート 【南比都佐小学校区】校園名（南比都佐小学校・南比都佐幼稚園・こばと園）

体を使って
遊ぼう

表現して
遊ぼう

作って
遊ぼう

・固定遊具
・サーキット

・リズム運動

・鬼ごっこ（氷鬼・色鬼・ケイドロ）

運動会

・ドッジボール ・サッカー

チャレンジカード（なわとび・鉄棒・マラソン・ボール投げ・のぼり棒）

・泥遊び
・色水
・泡遊び

・散歩（生き物・草花）

・種まき
・苗植え
・水やり

・木の実・落ち葉拾い
・氷
・雪遊び

・いろいろな道具や材料で作って遊ぶ（空き箱・ペン・画用紙・折り紙・ガムテープ ダンボール 等）

・楽器遊び

・移動図書館 ・読み聞かせ ・手遊び歌 ・季節の歌

・粘土遊び
・必要な物を作る ・役割を決めて作る

・版画
・売り物を作る

・ごっこあそび（お化け屋敷・おうち 等）

・お話の絵
・友だちと協力して作る

・折り紙

・読み聞かせ ・手遊び歌 ・季節の歌 ・読書 ・

・劇で必要な小道具・衣装作り

自然（いきもの ・ くさばな）と仲良し（生） ・季節の行事

・固定遊具遊び ・多様な動きをつくる運動遊び ・体ほぐしの運動遊び ・表現リズム遊び ・がんばりカード

・お話遊び・劇づくり 発表会

遠足

・砂遊び

・かけっこ・リレー

体：鬼遊び・かけっこ

音：うたっておどって
なかよくなろう

図：すきなかたちやいろ
図：かきたいものなあに

夏がやってきた

生：砂や土となかよし

国：絵日記を書こう

体：プール
水遊び

図：カラフル色水

楽しい秋いっぱい

国：これ何にみえるかな

生：秋のお店屋さん

図：生き物に乗ってみたいな

冬を楽しもう

生：氷・雪遊び

生：昔遊び

音：日本の歌・わらべ歌

国：昔話を楽しもう

国：お話を書こう

もうすぐ二年生

生：１年間の思い出

お別れ会
音楽会

社会見学

１日入学

カルタ会

・ことば遊び

お楽しみ会

国：声をとどけよう
国：みんなに話そう
国：聞いて伝えよう

音楽会

・収穫・クッキング

・朝の会 ・給食 ・トイレや手洗い場の使い方 ・帰りの会 ・振り返り活動
・数量感覚 ・ものの数え方 ・お手紙 ・時計園生活を通して

学校だいすき

・ひらがな ・カタカナ ・漢字 漢字検定

・たしざん ・たしざん ・どちらが広い
・ひきざん ・かたち遊び ・ひきざん ・たしざん ・ひきざん

算：１０より大きい数
算：わかりやすく整理しよう 算：大きい数

・鉄棒運動遊び ・マット運動遊び ・幅跳び高跳び運動遊び ・跳び箱運動遊び

体：ボールなげゲーム 体：ボールけりゲーム

体：リズム遊び
体：リレー

運動会

国：思い出して書こう

卒 
 

園 
 

式 
 

・ 
 

入 
 

学 
 

式

図：落ち葉をならべてならべて
プール
水遊び

お店屋さんごっこ

お正月あそび
・たこあげ
・カルタ
・カードゲーム
・こままわし
・すごろく

国：友だちになろう
国：曜日と日付

算：何時何時半

国：小学校を紹介しよう

なわとび大会
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５歳児
時期 （月） ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３

期待する
子ども像 自分の思いや考えを言葉で表現できる子ども ～友だちと一緒に学ぼう～

幼
児
期
の
終
わ
り

ま
で
に
育
っ
て
ほ

し
い
姿

協同性
友だちと一緒に活動することを楽しむ。 共通の目的に向かって、友だちと一緒に活動を進めようとす

る。
共通の目的に向かって、協力して、やり遂げようとする。

言葉による
伝え合い

自分の気持ちを伝えようとする。 自分の思いを伝えたり相手の思いを聞いたりして、遊びを進
めようとする。

考えや思いを言葉で伝えようとしたり相手の思いに気付
いたりする。

幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
が
見
ら
れ
た

子
ど
も
の
学
び
の
姿

「ぜんぶおにごっこ」
・Ａ児が氷鬼、ケイドロ、増え鬼のルールを取り入れた鬼ごっこをし
たい、みんなに教えたいと保育者に伝える。Ａ児がルールを説明する。
ルールがたくさんあり、「よく分からへん。」と最初からあまり乗り
気でない子がいる。遊びが始まるがＡ児から「違う！〇〇ちゃんは鬼
になって！」と指摘が入る。次々に「もうやめる。」と遊ぶ子が減っ
ていく。途中で遊びをやめないというルールがあるのでＡ児は「なん
でやめるの？」と怒れてくる。中には優しくＡ児の思いを汲み取ろう
とする子もいるが、楽しく遊べる雰囲気ではなく、「ぜんぶおにごっ
こ」は終了してしまった。Ａ児はその後も「ぜんぶおにごっこ」をし
たい気持ちはあるが、「みんなが僕と遊んでくれない。」とすねて保
育者だけを誘おうとする。保育者が他児に本児の思いを伝えると「遊
びたくないんじゃないねんなぁ。」とつぶやいていた。それぞれの思
いがあり、思いを伝えたいが十分に伝わらず、“遊びたくないわけで
はない”といった複雑な思いを伝えるために、保育者の仲立ちはまだ
まだ必要であると感じる。

「砂場で滑り台」
・砂場で滑り台をつくる事になる。自分達が本当に滑れるようにする
にはどうすればいいか考えながら遊びを進めている。「砂のままでは
滑れへん。」「なにか敷く？」「段ボール持ってこよう。」段ボール
を砂山の斜面に敷いて滑ってみるが、思うように滑らない。「水があ
ると滑るんちゃう？」「プールの滑り台みたいなやつ。」「でも段
ボールやからフニャフニャになるで。」「じゃあちょっとだけ濡らせ
ばいいんや！」子ども達は自分の手を濡らし、手を振る事で段ボール
を少しだけ濡らす事を試みる。「あん
まり滑らへんな。」「ツルツルじゃな
いとだめや。」「（樋）これは？」
「小さすぎるやろ。」「二個並べて立
って滑る？」今まで経験した事、使っ
た物を使い、自分達がやりたい遊びを
実現させようとたくさんのアイディア
が出ていた。

「Ａちゃんはどう思う？」
・夏祭りにお客さんを呼ぶため当日の作戦会議をする。欠席が
５名いて魚屋が１人になる。このままでは大変だと保育者の方
から呼びかける。「誰かが手伝いに行く。」「魚屋さんをやめ
てＡちゃんがどこかの店を手伝う。」の２つの意見が出る。Ａ
児は「どっちでもいい。」と一人になって少し不安そうな様子。
「じゃあ魚屋さんになる」と数名の手が上がる。Ｔ「ありがと
う。でも魚屋さんが多くなっちゃうね。」Ｂ児「何人（手伝い
に）動く？」「１、２、３…。（みんなの数を数える）」
「こっちが少なすぎる。」「〇〇ちゃんに代わるの譲ってあげ
る。」「このお店から１人、このお店から１人行けばちょうど
いいくらい。」「誰が行く？」また数名の手が挙がる。「Ａ
ちゃんに選んでもらう。」Ａ児「…。」Ｔ「Ａちゃんちょっと
困ってるかも。」「そうやな。じゃんけんしよう。」 ピンチ
ヒッターの２名が決まりＡ児も表情が
和らぐ。店のルールを説明して準備に
かかる。「これでお客さん呼べるな。」
「３クラスもくるから頑張ろう。」

「最後じゃなかった」
・運動会への取り組みでリレーをする。練習から負けが続いて
いるチームが保育者と一緒に作戦会議をする。「ずっと３位が
嫌や。」Ｔ「このチームの足が速い人は誰なの？」「〇〇君、
〇〇ちゃん…。」「順番を替えてみよう。」「速い人をかため
る？」「それやと後からがすぐ抜かされそう。」「速い人、遅
い人、速い人の順番にしたら？」
「遅い人を助けてあげよう。」次の
リレーの練習で２位になる。１位で
はなかったが「最後じゃなかった！」
「作戦会議のおかげや。」とチーム
のみんなで喜んでいた。

「チャンピオンはだれ？」
・増え鬼で最後の一人になった人がチャンピオンとみんな
が認識しているが、途中でお茶を飲みに行った人が最後に
なる事がある。それがずるいと感じた子がみんなと話し合
いたいと提案する。
Ａ児「チャンピオンはずっと頑張ってた人がなった方がい
いと思う。」「でもチャンピオンになりたくてトイレ我慢
する人がいるかもよ？」「わざと休憩する人がいる。」
「じゃあ（トイレに行ったら）１０秒数える？」「早く戻
りたくて急ぎすぎる。」Ｔ「じゃあ１回多い方（多数決）
で聞いてみよう。」
逃げ続けた人がチャンピオンが少数派。休憩しても最後

に残った人がチャンピオンがいいと思う方に多く手が挙が
る。しかし、少数派はなかなか納得がいかない。
Ｂ児「じゃあ誰かがトイレに行ったらみんな一回ストップ
にしたら？」「いいかも。」「でも休憩だらけになりそう
やなぁ…。」
Ｔ「チャンピオンって一人じゃなくてもいいんじゃな
い？」Ｃ児「ずっと走ってたチャンピオンと休憩ありチャ
ンピオン２人決めよう。」「いーね！！」「あ～頭いっぱ
い使ったぁ。」「今度このルールでやろうな！」
保育者が少しヒントを出すと子ども達から案がたくさん出
るようになった。長い時間話し合えるようになり、反対意
見にも怒らず耳を傾けられるよう
になっている。また、保育者が思
いつかなかった発想もあり、実の
ある話し合いが増えてきている。

別添資料③－１滋賀県版「架け橋期カリキュラム」実践記録 【 南比都佐小学校区 】校園名（ 南比都佐小学校・南比都佐幼稚園・こばと園 ）
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５歳児
時 期 （月） ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３

期待する
子ども像 自分の思いや考えを言葉で表現できる子ども ～友だちと一緒に学ぼう～

幼
児
期
の
終
わ
り

ま
で
に
育
っ
て
ほ

し
い
姿

協同性
友だちと一緒に活動することを楽しむ。 共通の目的に向かって、友だちと一緒に活動を進めようと

する。
共通の目的に向かって、協力して、やり遂げようとする。

言葉による
伝え合い

自分の気持ちを伝えようとする。 自分の思いを伝えたり相手の思いを聞いたりして、遊びを
進めようとする。

考えや思いを言葉で伝えようとしたり相手の思いに気付い
たりする。

幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
が
見
ら
れ
た

子
ど
も
の
学
び
の
姿

「何人ずつにする？」
・ごっこ遊びのお化け屋敷に3.4歳児を2回招待した後の遊
びの振り返りの場面である。A児「お客さんがいっぱいお化
け屋敷に入らって楽しくならったから、暴れやってお化け
屋敷が壊れた。」と困ったことを全体の場で発表する。
T「そっか、じゃあどうする？」と聞くと、B児「屋根直
す。」A児「僕も修理するわ。」C児「私も一緒にするわ。」と
お化け屋敷を修理するという話になる。D児「でもまたお客
さんが一気に来やったら壊れちゃうからちょっとずつにし
たら？」と意見を伝えると、F児「3人ずつがいい。」E児
「5人がいい。」G児「じゃあ4人。」T「何人がいいかいっ
ぱい言ってくれたけど、じゃあ何人にしようか？」と教師
の投げかけで何人がいいのか皆で考える。B児「4人とか5人
は多いから、3人にしようよ。」と意見を言うと、じゃあそ
うしようかと全体での共通認識が出来る。

「人数足りないな。どうしよう」
・ごっこ遊びのお寿司屋さん≪きくくらずし≫の遊びの振
り返りの場面で、「3.4歳児や職員、小学生にお客さんと
して来てもらった。3.4歳児にもう一度来てもらいたい」
ということで、話し合って役割分担をする。お寿司を流す
人が３人、案内したりお客さんの対応をする人が２人、レ
ジが１人、ガチャガチャ1人に決まる。繰り返しお客さん
に来てもらったことでお寿司を流す人は３～４人、案内し
たりお客さんの対応をする人は３人、レジ１人、ガチャガ
チャ１人必要であるというクラスでの共通認識がある。
T「お寿司流す人と案内する人その人数で大丈夫？」と教
師が聞くと、足りないという意見が多かった。どうしたら
いいか皆でしばらく考えて、A児「それで大丈夫じゃない？」
という意見があった。他児もよいアイデアが出ず、A児に
賛成する。そこで、T「でもこの前話してたら、人数少な
くて大変だったって話してたから（各役割に○人いる方が
よいと）皆でどれだけ人がいるか決めたんじゃなかった？」と意
見を出すと、また皆でしばらく考える。
B児「あ、いいアイデア思いついた！レジとガチャガチャ
はお客さんが帰るときにするから、お客さんが食べてる時
は他のお仕事手伝ったらいいんちゃう？」とB児がアイデ
アを出したことで、クラスで共通認識していた人数になり
賛成の意見が多く、レジとガチャガチャ担当の子は、お客
さんが帰るまで他の役割を手伝う
ことになった。

「それってアウト？セーフ？」
・戸外でルールのある遊びをすることが好きな子どもたち。
戸外でドッジボールや鬼ごっこなど好きな遊びを楽しんだ
後の遊びの振り返りの場面でのことである。
T「今日も外でいっぱい遊んだね。皆にお話ししたいこと
ある？」と教師が投げかけると、A児「勝てて楽しかっ
た。」B児「何回も鬼になっちゃった。」など皆の前で
思ったことを発表する子が多い。教師はC児が悔しそうな
表情で座っていることに気付く。
T「C君も何か友だちに話したいことある？」と聞くと、
C児「僕な、嫌やったことがあってん。」T「どうした
の？」C児「鬼ごっこでタッチしたのに、Dちゃんが鬼に
なってくれんかってん。」と嫌な気持ちを皆に伝える。
T「そうやったんや。C君がタッチしたけどDちゃんが鬼に
ならなかったって言ってたけどそうなの？」とD児に問い
かける。D児「服だけにタッチしやったから、タッチはさ
れてないねん。」T「服だけってことは体には触ってな
いってこと？」D児「うん。」T「そうなんだ。皆そういう
時ってどうしたらいい？」と皆に問いかける。E児「服も
体と一緒やからアウトやろ。」B児「Dちゃん言ってたみた
いに体触ってないからセーフじゃない？」など全体でも意
見が割れる。T「じゃあきく組の鬼ごっこのルールはどう
しようか。」と教師が聞くと、
皆でしばらく考えたが決まらず、
多数決で決めようという話になり、
皆が賛成したことで多数決により
服をタッチしてもアウトという
クラスでのルールが出来た。

別添資料③－２ 滋賀県版「架け橋期カリキュラム」実践記録 【 南比都佐小学校区 】校園名（ 南比都佐小学校・南比都佐幼稚園・こばと園 ）
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第１学年
時 期 （月） ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３

期待する
子ども像 自分の思いや考えを言葉で表現できる子ども ～友だちと一緒に学ぼう～

幼
児
期
の
終
わ
り

ま
で
に
育
っ
て
ほ

し
い
姿

協同性 自分の力を発揮し、楽しみながら新しい友だちと学習する。ゴールに向かって、友だちと協力しながら学習する。 友だちと話合いながら試行錯誤し、工夫して学習する。

言葉による
伝え合い

新たな友だち関係の中でも自分の思いや考えを言葉で伝え
ようとする。

友だちと話合いながら、学びを進めていく。 友だちと話合う中で、いろいろな考えに出会い、学びを深
める。

幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
が
見
ら
れ
た

子
ど
も
の
学
び
の
姿

国語「おおきなかぶ」
・挿絵や年齢などをヒントにして、登場人物の性格などを
想像した。かぶをひいたときの登場人物のセリフを全員で
話し合い、オリジナルの劇を作った。劇の様子は録画して、
全員で自分たちの様子を振り返りを実施した。録画したビ
デオを校内放送で流そうと提案すると、「いやだ」と「こ
れでいい」という考えに分かれた。いやだと思う理由を尋
ねると「止まっているところがあるから」と答えた。それ
に賛同する子が出てきた。「なぜ止まるのかな」と問うと、
「セリフを覚えられていないから」ということに気付いた。
よりよいものを見せたいという思いから、意欲的に楽しみ
ながら取り組むことができた。

算数「ながさをくらべよう」
・紙テープに長さを写し取って、長さを比べる活動をした。
ペアになって、「何をはかろうか」と意見を出し合って、
いろいろなものの長さを写し取った。黒板などの大きいも
のは、自然と「そっちをおさえて」「ここを持って」など
声をかけ合っていた。持っている紙テープを比べるために
床に貼っていると、「僕たちの方が長い」などと別のペア
と勝負が始まった。自分たちの方が長いと思っていても、
「端が揃っていないからずるい」と言って比べなおしてい
る姿が見られた。

生活科「秋のお店屋さんをひらこう」
・身近にある秋の自然物を使って、遊びやおもちゃを考え
た。幼稚園の駐車場や近くの神社などで秋見つけをした。
その場に落ちているもので遊ぶように声をかけたり一緒に
遊んだりしてイメージを持たせた。たっぷり時間を使って
遊びに没頭出来るようにした。自分たちが考えた遊びを誰
かにやってもらいたいとのことで、お店屋さんをすること
になった。お店屋さんとして、どのようなルールにすれば
喜んでもらえるのか、友だちと話し合いながら決めていっ
た。また自分たちで話し合って作業を分担しているグルー
プもあった。1人でお店をする子もあったが、教師が「○
のときはどうするの？」など質問して考えさせるようにし
た。体験して助言するという活動を教師側が設定したが、
わざわざ設定しなくても自然と子どもたちは互いの遊びを
体験し合って感想を伝え合っていた。お客さんをもてなす
ために休み時間も使って景品を作ったり、新しいルールを
考えたりする姿が見られた。「自分たちのお店を楽しんで
もらおう」というゴールに向かって、友だちと協力して進
めることが出来た。

生活科「冬遊びを楽しもう」
・冬休み中に雪で遊んだことをたくさんの子どもたちが話
題にしており、みんなで雪遊びがしたいという声から始
まった。天候的に雪が期待できなかったため、「冬と言え
ば」という話から、「氷づくり」に挑戦することにした。
各自が好きな容器に水を入れて中庭に置いた。しかし、氷
は出来なかった。色つきの氷を作りたいとみんなで作戦会
議を開いた。「どうやって作戦会議しようか」と投げかけ
ると、「円になって顔を見ながらしよう」と声が上がり、
氷が出来たところを出し合った。「氷は寒いと出来る」こ
とから、どこが寒いのか探すことになった。「冷たい風が
当たればいい」や「池に氷があったから、池の近くに置
く」というアイディアが出た。また、いくつも容器を準備
して、いろいろな場所に分散して置くという意見が出て、
たくさんの子が実行していた。氷は出来なかったものの、
友だちの考えを聞いて自分なりに工夫することが出来た。
また、雪が積もった日に雪遊びをした。かまくら作りの中
で、中に入れるようにするためにはどこを掘ればいいのか、
中に入って確認して掘るという作業を繰り返していた。大
きなかまくらにするためには何をすればいいのか考えたり、
友だちと相談して自分の仕事を決めたりしていた。

別添資料③－３ 滋賀県版「架け橋期カリキュラム」実践記録 【 南比都佐小学校区 】校園名（ 南比都佐小学校・南比都佐幼稚園・こばと園 ）
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１ 主題設定の理由 

彦根市は非認知能力を系統的に育むために、幼小接続を教育施策の重点に掲げ、架け橋期カリキュラムの作成を進め

ている。城東学区の子どもたちの課題を踏まえ、育てたい力を「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の姿）」の「自立

心」「思考力の芽生え」に焦点をあて 、全ての子どもたちに学びや生活の基盤を育むため、架け橋期のカリキュラムの作

成や指導方法の工夫について研究を進めてきた。そのことを通して、施設類型の違いを越えた幼保小連携を実現し、架

け橋期における教育の質的向上を目指した。 

研究 2 年目となる今年度は、昨年度作成した架け橋期カリキュラムを実施し、検証・改善することや、「滋賀県版 

学びのサイクルデザインシート」を使って、子どもの「～したい」がつながっていく保育や授業を構想し、質を高めたいと考え取り

組んだ。  

２ 幼児教育と小学校教育をつなぐ取組や架け橋期カリキュラムに関する取組など 

（１）実施した研修会等 

(２)加配教員の取組 

◆保育への参画について 
各園に週 15 時間勤務し、5 歳児のクラスを中心に保育に参画した。実際に子どもの活動

の支援や保育の準備等をする中で、子どもの学びの姿や先生の関わりについて見たり、話を
聞いたりした。園での取組で、小学校の授業のヒントになることや気付いたことを、1 年生
担任に伝え、小学校でも取り入れていけるようにした。 

◆保育への連携通信「かけはしⅡ」の作成と配付 
小学校に入るまでの子どもたちがどのような学びをしているのか、また、小学校の教科や

生活に繋がるところ、園でされていることで小学校でもできる工夫などについて連携通信
「かけはしⅡ」で発信した。また、幼稚園の園内研究に参加し、各園が目指している保育の
在り方について学んだことや、各校園の保育・授業の様子についても、大切にしたい「幼児

実施日 対象 内容等 

４月11 日 小学校管理職、加配教員 第1 回幼保小接続連絡協議会 

４月24 日 カリキュラム開発会議構成員 第１回カリキュラム開発会議 
・1 年生参観 ・今年度の計画、見直し 

４月24 日 小学校管理職 加配教員 
教務（研究主任） 

・加配教員の幼稚園での勤務に向けた打合せ 
・本事業の今年度の取組についての打合せ 

４月27 日 １年生担任 彦根幼稚園 ５歳児参観 
６月  6 日 カリキュラム開発会議構成員 彦根幼稚園 ３・４・５歳児参観 
７月 5 日 カリキュラム開発会議構成員 るんびにー保育園 5 歳児公開保育 
７月25 日 幼稚園管理職、加配教員 第２回幼保小接続連絡協議会 
７月28 日 カリキュラム開発会議構成員 東保育園 5 歳児公開保育 
７月末 小学校全職員 半日保育参観 

８月  ７日 小学校全職員 7 月末の保育参観からの学びまとめ、学びのサイクルデザ
インシートを使った生活科・総合的な学習の単元構造 

８月  8 日 カリキュラム開発会議構成員 第2 回カリキュラム開発会議 
・1 学期の振り返り ・2 学期の計画 

11 月13 日 カリキュラム開発会議構成員 
県内校園からの参加希望者 

公開研修会 
・聖ヨゼフこども園 ３～５歳児公開保育 
・城東小学校 1 年生公開授業 
・大学教授・指導主事からの指導講話 

２月21 日 カリキュラム開発会議構成員 第３回カリキュラム開発会議 
・今年度の振り返り ・次年度の計画 

彦根市立彦根幼稚園・彦根市立東保育園・私立聖ヨゼフこども園・私立るんびにー保育園・彦根市立城東小学校 

 

研究主題：目指す子どもの姿に迫る主体的・対話的で深い学びの実現に向けた保育・授業の在り方 
～「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた幼保小連携を通して～ 
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期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえて整理し、意識しながら小学校の指導につなげていけるようにした。 
◆架け橋期カリキュラムの作成について【別添資料①共通シート】【②滋賀県学びのサイクルデザインシート】 

架け橋期カリキュラムについては、各園の 5 歳児クラス担任、園と小学校のコーディネーター2 名、加配教員
が中心となり作成を進めた。本市の研究指定校園の子どもたちは、教師が指示したことには素直で真面目に取り
組むことができることや、友だちと一緒にやりたい遊びを見つけ、目的をもって遊びを進めることができるとい
うよさがある反面、思いを上手く伝えられないことや、指示待ちで失敗を恐れがちであり、積極的に考えを話す
ことについて、苦手な子が多いという弱みがある。このことから、期待するこどもの姿を「『心が動く、心をほ
ぐす』～答えがないことでも、自ら考え、しなやかな心をもち、失敗を恐れず行動する～」とし、重点とする
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を「自立心」「思考力の芽生え」の 2 点に絞り、各園それぞれの良さ

を活かしながら作成を進めてきた。 
今年度は、共通シートの「主な教育活動・予想される活動」の園の部分を小

学校とのつながりが見えるように５領域にまとめた。小学校も生活科や行事・
学活等を中心に置き、園からのつながりや教科等横断的な合科的・関連的な学
びが分かりやすいよう矢印や色を使って整理し直した。さらに「ぐるぐるシー
ト（滋賀県版学びのサイクルデザインシート）」を使い、子どもの「～したい」
をつなげて、保育や授業を構想したり、記録したりして、具体的な保育・授業
の流れが見えるようにした。 

３ 実践事例 
（１）幼児教育と小学校教育の相互理解 
◆各校園「それぞれの一歩」 

昨年度末の会議で、取組のまとめをした際、１年間の取組によって、期待する子ども像や重点とする 10 の姿
を共有し、方向性をそろえることを確認した。今年度は、各校園の課題に合わせた「それぞれの一歩」を考え、
取組を進めることになった。 
◎城東小学校 

ふかめる一歩【焦点化】 

・昨年度の記録や反省をもとにした、取組の見直し 

・生活科を核とした学習 デザインの立案 

・４月５月の１日の生活や学習、フリースペースの活用についての計画、実施 

ひろげる一歩【連続性】 

・特別活動における「自主的」な姿のより一層の追究 

・幼児期の学びから積み上げる「生活科」「総合的な学習の時間」の創造 

◎彦根幼稚園 

・園内研の取組を充実したものに 

・３～５歳児、その学年の発達が次の学年につながるように 

・子どもの実態をふまえ、自分の保育も大切にしながら 

◎るんびにー保育園 

・子どもたちに、よりよい保育ができるように 

・個々の発達を大切にする 

・子どもからのSOSを見逃さないようにしたい 

◎聖ヨゼフこども園 

・子どもたちが自立できる支援・０歳から自立に向けた環境・５歳児は自分で動ける環  

 境 

◎東保育園 

・先生自身が保育を楽しむ → 子どもの育ちにつながる。 

・５歳児中心になっていたので園全体で周知するようにする。 

（２）研究テーマに迫る各校園の実践 
◆城東小学校｢『○○したい』をつなぐ みんなでやろう｣ 

入学後、小学校のことを子どもたちに「教える」のではなく、「どうしたらい
いと思う？」「園ではどうしてた？」など、園での経験を引き出すことを意識し
た声掛けを続けた。また、園での様子を参考に、登校後ゆったり安心して過ごせ
るスペースを教室横に用意した。このことで、新しい友だちとも自然に関わり合
う等、なめらかな接続を実現することができた。 

1 年生の生活科の学習では「○○したい」という子どもの思いを拾い、それを
つなげて学習を展開していけるようにした。また、夏休みには、全職員が４園に
分かれ保育を参観し、その分析を活かして、校内研究として２学期以降の生活科・総合的な学習の時間の授業の
構想を練った。「ぐるぐるシート」に整理することで、子どもの「○○したい」という思いからスタートし、そ
れがつながるよう、具体的に子どもの姿を思い浮かべながら単元をデザインすることができた。校内研究では、
「ぐるぐるシート」で構想した総合的な学習の時間の学習活動や内容を、学級活動へとつなげていくなど、教科
等横断的な視点をもち、授業を展開することができた。「ぐるぐるシート」で授業をデザインすることで、「○
○したい」という子どもたちの思いが次々とつながり、授業者も予想される子どもの姿を楽しみながら具体的に
学習の流れを考えることができ、手応えを得ることができた。今後も、目指す子どもの姿や授業イメージの実現
に向け、校内研究を核としながら全員で取組を続けていきたい。                                      
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◆聖ヨゼフこども園「夕涼み会に向けて」 
自分たちで内容を考え、自分の思いを伝えることや友だちの思いを聞くこと等、

年長児で話し合い、考える経験をもつことができた。この活動の中で、自立心や思
考力の芽生え、言葉による伝え合い、協同性、社会生活との関わり、量・図形・文
字等への関心・感覚、豊かな感性と表現に係る育ちが見られた。今後も子どもたち
の日々の生活や行事など、子どもたちにとってよりよい経験を増やしていけるよう
にしていきたい。また、架け橋プログラムの内容や通信などを共有し、全職員で同
じ目線・思いで子どもたちに関わっていけるようにしたい。 
◆るんびにー保育園「食物の栽培（野菜）を通して」 

種芋から、土嚢袋でじゃがいもを育てる活動を行った。じゃがいもの世話や収穫・
仕分け作業などの活動を通して、子どもたちは主体的に関わることを楽しみ、自信
をもって栽培に取り組んだ。グループで水やりをしながら協同性を育み、陽の当た
り方や葉の様子に探求心をもち、成長を楽しむことができた。また、クッキングの
実践では、調理用具の安全な使い方を理解し、じゃがいもの形やピーラーの仕組み
から、どのようにすれば皮を剥きやすいか、工夫する姿が見られた。子どもたちの姿
や気持ちに寄り添いながら、今後も成長を見守っていきたい。 
◆東保育園「絵本の読み聞かせから砂遊びへ」 

ザリガニの絵本の読み聞かせから、子どもたちはザリガニ探しをしたり、砂場で
の沼作りに取り組んだりした。実際の飼育活動から、沼作りがさらに盛り上がり、
今まで砂場遊びに興味を示さなかった子どもたちも一緒に楽しんだり、イメージを
共有したりして遊ぶ姿が増えていった。子どもたちの「こうしたい」「もっとああ
してみたい」という思いが、友だちとの遊びの中で実現していく経験から思いを発
信し、遊びへとつなげていく力が育っていった。また、試行錯誤を繰り返す中で、
考える力や諦めずにやってみようとする力が育っていった。遊びの中で培われた自立心や思考力の芽生えを大切
に、今後の保育につなげていきたい。 
◆彦根幼稚園「身体を動かして遊ぼう」 

公園づくりごっこや運動施設での遊びの中で、友だちと話し合って考えたり、目
的をもって挑戦したりした。“できた、がんばった”経験を積み重ねることで自信
に繋がり、思い切り身体を動かして遊ぶ楽しさを感じることができた。更に運動会
に向けての取組や異学年との関わり、園庭での遊具遊びの経験を重ねることで、互
いの役割を意識することやルールの共有等、遊びの中で、資質・能力を培ってき
た。今後も個々の頑張りを認めていき、諦めずにやり遂げることで達成感を味わ
い、自信をもって行動できるように援助や環境を考えていきたい。 
 
４ 研究の成果と課題 
◆成果 

今年度行った共通シートの見直しと、「ぐるぐるシート」を使った保育・授業の構想・記録により、いつ・何
を・どのようにしたのかが具体的に分かるようになった。この「ぐるぐるシート」を各学期に１つずつ作成する
ことを続け、実践をためていきたい。次年度以降に担任になった者が「架け橋」の理念を踏まえながら保育・授
業を構想する際の手掛かりになると考える。また、各校園、職員みんなで研究に向かうという思いをもち、取組
を進めることができた。 
◆課題 

次年度の重点の 1 つとして、加配教員、コーディネーターがいなくても持続可能な体制や方法を考えていくこ
とがある。その１つの方策が、共通シート・ぐるぐるシートを活用し、保育・授業の質的向上を図りながら目指
す子ども像にせまることである。また、それを実施していくために、各校園で教職員が学び合う場をどのように
改善していくとよいかということも、この取組を継続させていくための大切な視点と考える。 
 
５ 今後に向けて 

研究最終年である次年度は、小学校と 4 つの園が、施設類型の違いを越え、互いに知り、理解し合いながら学
び合える取組を更に続けていきたい。そのために、合同で研修を行うことや、各校園での研修や研究会に気軽に
参加し合えるようにしていきたい。取組 2 年目を終え、架け橋プログラム推進の最後の年に向けて、これまで以
上に1 校４園、つながりを大切にしながら、取組を進めていきたい。 
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５歳児 第１学年

時期 ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３ ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３

期待する
子ども像

心が動く、心をほぐす
～答えがないことでも、自ら考え、しなやかな心をもち、失敗を恐れず行動する～

幼児期の
終わりま
でに育っ
てほしい
姿

自立心 園生活を通して、もっとこうしたいという思いが強くなり、試行錯誤しながら、
自分なりに最後までやってみようとする。

満足感や達成感を味わい、自信をもって諦めずに取り組むようになる。

興味をもって色んなことにチャレンジし、「できた！」を味わうようになる。

「できた！」自信をもとに見通しをたて、チャレンジし続けるようになる。

思考力
の

芽生え

環境や友達の刺激を受け、試行錯誤しながらもっと楽しくしようと
工夫するようになる。

友達と考えを出し合い違いを受け入れて新しい考えを生み出そうとする。

友だちの多様な考えに刺激を受けながら、
試行錯誤する面白さを味わうようになる。

ひとりで考えたり、友達と考え合ったりして物事を解決する
面白さを味わい続けるようになる。

大切にし
たいこと

環境
単元

・子どもが、自らやってみたいと思えるような場の工夫や友達と共有できる豊かな体験の積み重ね
・友達同士の関わり（異年齢交流を含む）が活性化する場づくり

・柔軟な教科書教材の取り扱い
・児童の発想・思いを生かした単元構想

先生の
関わり

・遊びに夢中になれる時間や場を充実させるような関わりと共感的な受け止めがもてる振り返りの工夫
・個の思いを認め、友達とつなげる振り返りの充実

・入学前の活動経験や思いを引き出す問いかけ
「どうしたい？」「どうしてた？」

・子どもの気付きを教科の気付きへ ・次どうしたいかが生み出されるような振り返りの工夫

キーワード あれもやりたい！これもやりたい！ もっと もっと やりたい！ できたよ！ もっとできるよ！ 知ってる！ やりたい！ もっと もっと やりたい！ できたよ！ もっとできるよ！

主
な
教
育
課
程
・
予
想
さ
れ
る
活
動

振
り
返
り

○空き教室をフリールームとし、朝の用意が終わっ
た子どもはその部屋でゆっくり過ごしてもよいとし
たことで、安心してスタートを切ることができた。
○｢がっこうだいすき｣の学校たんけんでは、子ども
一人ひとりが行きたい場所に自由に行けるよう、全
教職員の協力を得て実施した。
○「なつがやってきた」では、遊び方などで困った
ことがあった時は、友達や先生と相談しながら進め
ることができた。また、春との違いに気付けるよう、
板書で整理した。
▲園での経験や子どもの思いを引き出せるような発
問や展開を心がけたが、教師主導になってしまうこ
ともあった。

○「たのしいあき いっぱい」では、夏から秋の
季節の移り変わりの中で、きれいに色づいた葉や
落ち葉のカサカサした音などについて、国語科
「しらせたいな 見せたいな」の学習で発見した
ことを友だちに伝えることができた。
○「あきをたのしもう」では、子ども達のやりた
い気持ちを大切に言葉掛けをしてきた。秋の物を
使った遊びを相手（園児）に合わせて改良し、レ
ベルアップしようと友だちと相談しながら進める
ことができた。デザインシートを使って子どもの
「○○したい」という思いをもとにした学習を展
開することができた。
▲秋の物を使ったおもちゃは個々に小さな物を作
ることから始まった。子ども達が、大きな材料に
気付いてダイナミックな製作ができるような準備
や材料を出すタイミングが少し遅れてしまった。

○「もうすぐ2年生」では、様々な教科の学
習や行事等において一年間でがんばってきた
ことを思い出し、友達と成長を喜び合ったり
認め合ったりすることで、自分自身の成長に
気付き、自信を深めることができた。
○一年間のことを思い返すことを通して、入
学式などで自分たちが上級生に優しく迎えて
もらったことを想起し、新1年生を温かく迎
えたいという思いをもち、入学式でどのよう
な発表をしようか考え、意欲的に話し合って
決めることができた。
▲「ふゆをたのしもう」では、子どもの思い
を聞く前に教師が凧を作ることを決め、材料
を与えてしまった。風を感じながら十分に遊
んだり園での経験を想起したりする中で出る
子どもの声を待つことが足りなかった。

滋賀県版「架け橋期カリキュラム」共通シート 【城東小学校区】校園名（ 城東小学校 ）

色水遊び
砂遊び

ジュース作り

泡遊び

虫つかみ 飼育・栽培

こいのぼり作り
かぶと作り

七夕飾り作り 絵画活動

季節の歌を歌う

楽器遊び

鉄棒、登り棒、雲梯

ボード
ゲーム

年中・年少
児との交流

砂場遊び
ままごと

一日入学

子どもの日
の集い

夕涼み会
星まつり

お誕生日会・お楽しみ会

交通安全教室

卒園式

(体)みずあそび

(体)かけっこ
リレー

(体)マット
あそび

(体)まねっこ
あそび

(体)なわとび

(体)とびばこ
あそび

(体)リズム
あそび

(体)いっしょに
あそぼう

がっこう
だいすき

(国)おはなし
きこう

(国)どうぞ
よろしく

ひらがなの学習 カタカナ・漢字の学習

(音)うたって
なかよし

(図)ごちそうパー
ティーはじめよう

(図)うつした
かたちから

(音)はくにのって
リズムを
うとう (図)でこぼ

こはっけん

(音)がっきとなかよくなろう

(図)はこで
つくったよ

(図)おはなしからうまれたよ

(図)みてみて
あのね

(音)ようすを
おもいうかべよう 音楽会

校外学習

入学式

運動会

卒業式

いきものとなかよし

たのしいあきいっぱい

(生)ふゆをたのしもう
保幼こ小
交流

(生)はるにさくはな

もうすぐ２年生

(生)そとで
あそぼう

あきをたのしもう

(算)いろいろな
かたち(立体)

(算)10までの
かず

(算)10より
おおきいかず (算)くりあがり・くりさがりの

たしざん・ひきざん

(算)たしざんカード
ひきざんカード

【学級会】教師が司会となって話し合う
【学級会】自分たちで

話し合って決めるよさを味わう【学級会】教師が導きながら話し合う

(生)なつがやってきた

(生)たねおくり
(生)きれいにさいてね

(国)しらせたいな
見せたいな

(国)おおきく
なった (国)いいこといっぱい

一年生

(国)かんじの
かたち

(体)ボール
あそび

(体)てつ
ぼう (体)持久走

(道)たのしい
がっこう

(道)どんな
あいさつを
しますか

(道)ありがとう (道)あなたって
どんな人？

・子どもが、自らやってみたいと思える環境の工夫

・友達同士の関わり（異年齢交流を含む）が活性化する場づくり
・子どもと先生が共に作る環境
・同じ目的に向かって取り組みたくなる場づくり

・個の思いを認め、友達とつながる振り返りの充実・「伝えたい」を受け止める振り返りの雰囲気づくり

おみせごっこ

保幼こ小
交流

運動会

ドッジボール、サッカー

平均台、とびばこ、マット

リレー

体操

水遊び

どろんこ遊び・泥団子づくり

収穫

【使って遊ぼう】
どんぐり迷路、ネック
レス作り、ケーキ作り、
レストラン、飾り作り

園外保育・遠足

生活発表会

正月遊び
伝承遊び

雪遊び

合奏

飼育・栽培 収穫

地域の人との交流

季節を感じる散歩

短縄、大繩

鬼ごっこ

カレーパーティー

絵本 読み聞かせ

朝の会・帰りの会・ふりかえり・当番活動

製作遊び・色塗り
お手紙投函 劇遊び
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保育者との信頼関係に 支えられた生活

【城東小学校区】園名（彦根市立彦根幼稚園）
②滋賀県版
学びのサイクル
デザインシート

【バス遠足】
○大型遊具遊びでは、自分なりに身体の使い
方を考え、意欲的に取り組む。
○サーキット遊びでは、友だちと競いながら、
一つ一つの遊具や障がい物にチャレンジする
ことを楽しむ。
〇吊り輪をしっかり握り、「ゆらゆらブラン
コ」「くるんで回れるで」など手や足を使っ
ていろいろな技に挑戦する。

こっちからも
登れるよ！

忍者みたいに
できるで！

よ～し、
負けないぞ！！

ここはジャンプして
玉を投げよう♪

こうしたらもっと
面白くなりそう！！

【固定遊具・チャレンジ走】
〇靴と靴下を脱ぐと登り棒をスルスルと登れることがわかり、何度
も繰り返し登ったり下りたりし、上まで登る楽しさを味わう。
〇ハードル遊びでは、バーの並べ方を工夫し、色々な方面から跳び
越えられるように組み合わせをたり、遠くから走ってきて跳び越し
たりして遊ぶ。
〇巧技台からジャンプしたり、マットの上を立ち幅跳びしたりしな
がら自分がどこまで遠くへ跳ぶことができるのか挑戦する。
☆いつでも遊具にチャレンジしたり、選んで使えるように手の届き
やすいところにミニハードルや巧技台を置いておく。
◎目的をもって繰り返し取り組む姿を認めていく。時には保育者も
一緒に挑戦したり、競ったりして、意欲が高まるようにかかわる。
◎友だちががんばっていることに気付き、一緒に喜んだり応援した
り、認めの言葉をかけている姿を認めていく。

【身体を動かして遊ぶ楽しさを感じる】
○運動会でしたチャレンジ走の障がい物を好きな場所に置き、動かして遊ぶ。
〇鉄棒や雲梯、上り棒、縄跳び、フープ等に自分なりの目標をもって挑戦し、で
きるようになった技を友だちや保育者に見せ、認めてもらうことで自信をもち、
更に意欲的に取り組む姿が見られるようになってきている。
☆“ここまで頑張りたい”“ここまで頑張れた”が目で見てわかるようにカラー
テープで印をつける。
☆繰り返し取り組む中で少しづつできるようになる嬉しさを感じたり、新しい目
的をもって挑戦したりできるように、修行カード（チャレンジカード）やいろい
ろな技を示した掲示物などを準備しておく。
◎頑張っている姿などをみんなの前で紹介していくことで、保育者だけでなく、
友だちにも認めてもらったり、友だちのよさに気付いたりできるようにしていく。
☆友だちがしていることに関心をもったり、明日の遊びがより楽しくなるように
考えたりできるようにしていく。

＊近くに保育者の存在があり、自分の頑張る姿を認めてもらうことで繰り返し
やってみようと思えたり、修行カード（チャレンジカード）を用意することで
“この技をしたい” “ここまでがんばりたい”など自分なりの目標をもって意
欲的に取り組んだりする。
＊友だちがしていることに関心が出てくることで、一人で取り組んでいたこと
を“友だちと一緒にしてみたい”“○○ちゃんみたいにできるようになりた
い”という気持ちが出てくる。

〇子どもの姿 ☆環境 ◎保育者の援助・配慮する要項 ＊保育者の気付き・願い

【身体を動かして遊ぼう】 「～したい！」に繋がる 手立て・配慮・場の設定

はんぶんまで
がんばってみる！！

手だけでも登れるんやで！

＊“できた”を積み重ねることで自信につながり自
分なりに身体を動かしたり、技を考えたりしながら
思いっきり身体を動かして遊ぶ楽しさを感じている。
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僕もブレーメンの
絵本を描きたい！

私はイヌ役がしたいな

お客さんを呼んだら
もっと面白そう♪

泥棒を驚かせるシーンを
やってみたい！

ネコってこんな感じ？

今日はもっと大きな声で
セリフを言いたいな。

マルチパネルで
泥棒の家を作ったよ♪

〇〇ちゃん、
本物のニワトリみたい！

たくさんのお客さんが
いて緊張するなあ・・・

保育者との信頼関係に 支えられた生活

【城東小学校区】園名（彦根市立東保育園）
②滋賀県版
学びのサイクル
デザインシート
◎自分なりにイメージを膨らませながら自由に
描いたり、作ったりすることができるように様々
な道具や材料を用意し環境を整えておく。

☆絵本やエプロンシアター、紙芝居など、様々
な形でお話を楽しめるようにする。

絵本の世界から
遊びに繋がる経験

ブレーメンごっこ

体を動かしてなりきり遊び

ペープサートでの
お話遊び

つきぐみの
劇遊びへ

◎遊戯室など広い空間で自由に表現するこ
とを楽しめるようにする。

☆友だちの姿に興味をもったり、個々の表現
を認めたりしながら楽しい雰囲気の中で活動
が行えるようにする。

☆友だちの頑張りに気付き、刺激を受けながら取り組
めるようにする。

☆サークルタイムや集いの時間に友だちの頑張ってい
る姿や、自分の頑張ったことを振り返ったり、劇遊びに
必要な物について話し合ったりする中で、クラス内で同
じ意識を持って遊んだり、それぞれが目的を持って取り
組んだりできるようにする。

◎保育室の一角にお話遊びのコーナーを用意し、自由
に表現したり、お話に触れたりすることを楽しめるように
する。

☆クラスで活動する時間に子どもがペープサートを使っ
てお話する機会を作るなど、友だちがしている遊びやブ
レーメンのお話に興味がもてるように機会を設けていく。

◎お面を多めに用意しておき、興味をもった時に
遊びに参加できるようにする。

泥棒の家やごちそうも作ってみたい！
何を使って作ったらいいかな？

●自分たちで役割分担をして配役を決めたり、役を演じる子とお客
さんをする子で分かれて遊びを楽しむ姿が見られた。

●友だちの姿を真似たり、「〇〇ちゃん上手」と認め
たりしながらそれぞれが自由なイメージをもって楽し
む姿が見られた。

●広い空間で自由に表現遊びを楽しむ姿が見られ
た。保育者が誘いかけて一緒にやってみたり、友だ
ちの表現に気付いたりできるように関わっていけると、
よりクラス全体で活動を楽しむことができたと思う。

●ただ自分の思いや感じたことを伝えるだけの振り返りになってしま
うことも多かったので、子どもの思いや意見を他児に投げかけ、互い
に伝え合うことで、より実りある話合いができたのではないか。

●「もっとこんなものがあればいいのにな」「あんなことし
てみたい」と友だちや保育者に自分のイメージを伝えな
がら遊ぶ姿が多く見られるようになってきた。

●好きな遊びの時間に絵本作りをする子、お面を作っ
ている子など一つの絵本から遊びを広げていく姿が見
られた。

●「〇〇ちゃんはどんなことしてるかな」「〇〇くんは何
を作っているんだろう」と個々で楽しんでいる遊びにも
興味が持てるように保育士が関わっていけると、遊び
が広がっていったのではないか。

園は指導を行う際に、
「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」を考慮

☆発表会までの日を子どもと一緒にカ
ウントダウンしたり、クラスでの目標を
考えたりしながら当日に向けて気持ち
を高めていけるように関わっていく。

●発表会に近付いていくにつれ、「もっと大
きい声でお客さんに聞こえるように話す」
「まっすぐ立って歌った方がかっこいい」と
見てくれるお客さんのことを考えながら、目
標をもって劇遊びに取り組む姿が見られた。

発表会

◎環境構成 ☆保育者の援助・配慮
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お水ってどれくらいあげ
たらいいのかな？りす組さ
ん、そんなに溢れていたら
種がおぼれちゃうよ！

<当日の様子＞
僕のは水が多すぎたかな？
私のが少なかったのかもしれ
ない…でも焼いてみよう！

〈外遊びで種を植える〉
人参ってこんなに種は小さ
いんだね！１人４粒ずつにし
よう！そっと土をかぶせてね。

〈各クラスで収穫した野菜
をどうするか相談〉
カレーの中に人参が入って
いるね。クッキー作ったこと
あるよ！

〈本づくり〉
持ち物が書いてる
よ。忘れないように
しないと！

完成したら繋がって手
を繋いでるようになった
よ！美味しいね！

人参ケーキ
クッキング

保育者との信頼関係に 支えられた生活

【環境の工夫】

【 城東小学校区】園名（ 聖ヨゼフこども園 ）
②滋賀県版
学びのサイクル
デザインシート

【先生の関わり】

○夏の野菜が終わったことをみんなで確認した後、冬に向けてどんな
野菜を植えたいか投げかける。
〇後日にもう一度話し合う機会を持ち、出た案の中でどの野菜を植え
ることに決めるか相談する。
〇子どもたちに野菜のイメージが付きやすいように、イラストを使っ
て示す。

○外遊びの時間に種まきをを行うことを伝えておき、
やりたい子ども達で行う。
〇一度種の撒き方の見本と説明をした後は、子ども達
同士で声を掛け合いながら行う。

○本づくりでは、各クラス自己選択活動の中
で取り組めるように準備した。
〇振り返りのスペースを作ることで活動を思
い返すなど、次の活動に繋がるようにした。

○基本的には当番の人が野菜の水やりを
行うと決めているが、外遊びの際にやり
たい子が積極的に行っている。
〇間引きや土を整えるなど、生長に必要
なことは、帰りの会などで皆で確認する。

〇当日は、活動時間だけを部屋に掲示し、
自分たちで本を認しながら移動するなど取
組を進められるようにした。
〇環境設定として調理の流れや用具の使い
方が目で見てわかりやすいように配置した。
〇いつもの給食の流れと同じようにホール
にセッティングしたことで普段通り取り組
めるように促した。

●後日に再度話し合う機会を設けたことで、子ども達が時期に合った野菜
について園で調べたり、家庭で話すきっかけが出来た。

●当番が水やりを行っていないことなど
に気付いた子が、声を掛け合う姿が見ら
れた。

●たくさんの子が畑の周りに集まったが、子どもたちが4種類の
野菜からどの野菜の種を植えたいか声をあげ、担当を決めたこ
とで、「この野菜は私が頑張る！」と責任をもって取り組めた。

●色を塗ったり自分なりに工夫して取り組む
姿があった。

●60mLなど計るのに少し悩んでいる姿も
あったが、周りのお友だちの姿を見ながら
道具の使い方を知ることができた。
●生地の粘り気など様々だったが、それぞ
れの良さを認めて満足し合う姿があった。

〈野菜の生長の様子〉
大きい人参になるよう
に土をしっかり固める
ぞ！どれくらい大きく
なったかな？（土を少
し掘って見てみる姿）

（後日）お家で冬の野
菜調べてきたよ！みん
なで手をあげて多かっ
た野菜に決定しよう！

〈帰りの会で話し合い〉
夏の野菜が終わった畑に何
を植えよう？冬の野菜は何
があるかな？

〈収穫〉
いろんな大きさ
の人参があるね。
私のは足が生えて
るような形だよ！
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手をつないだら
やりやすいかも。

合わせてみたら
曲とずれてしまう
なぁ。

【城東小学校区】校名（るんびにー保育園）

保育者との信頼関係に 支えられた生活

②滋賀県版
学びのサイクル
デザインシート

☆子どもの思いやイメージを
大切にし、具体的な表現や流
れについて、見てイメージが
わくよう黒板を使う。
◎CDデッキを準備し、実際に
楽曲を流して曲に親しませる。

☆今までのがんばりや友だ
ちと気持ちを合わせていた
ことを誉め、自信をもって
楽しんで参加できるように
関わっていく。
◎借用しているグランドの
小石を拾ったり、白線をひ
いたりして、安全に演技で
きるように配慮する。

【「～したい！」に繋がる 手立て・配慮・場の設定】

リズム表現につい
て意見を出し合う。

みんな手がそろっ
てかっこいい。

ポーズや振り付けを
考える

◎環境構成 ☆保育者の援助・配慮を要する事項

●子どもからの提案
で、全員の右手に目
印となるリストバンドを
着け、自信をもって手
を挙げられるようにす
る工夫ができた。

お家の人が見に来て
くれてうれしいな！

ポーズを変更する

運動会に参加

全体で合わせる

●曲を聴くことで、意見が出しや
すい雰囲気となり、友だちの意見
にも関心をもっていた。

●イメージを言葉にした
あと、体現するために必
要な動きを子ども同士で
考えていた。

●当日は「恥ずかし
いなぁ」と言う子ども
もいたが、全員で
堂々と演技をするこ
とができた。

●お家の人に喜ん
でもらい、子どもたち
も達成感と自信に満
ち溢れていた。

●一人で移動す
るのが難しいと
言った子どもに、
一緒に移動しよう
と声をかける子ど
もの姿があった。

☆動きが合っていない様子が
見られたら、身体の使い方や
リズムの理解につながるよう
に共に考えていくようにする。
◎全員が体を動かせる十分な
スペースを確保する。

☆順番やポーズの変更を、納
得のいくまで考え直し、演技
に愛着をもてるようにする。
☆一人ひとりの思いに耳を傾
け、必要に応じて曲を止めた
り、リストバンドを作成した
りして、より意欲的に取り組
めるようにする。

海の生き物とか
どうかな。人魚と
かは？
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⑨近くの公園には、ど
んな虫がいるのかな。
みんなで行きたいな。

【城東小学校区】校名（彦根市立城東小学校）

教師との信頼関係に 支えられた生活

②滋賀県版
学びのサイクル
デザインシート

○夏休みや登下校中に虫を見つけた児童の話を聞く場を設け、
「虫をさがしたい」「見たい」という思いを高められるように
する。
〇虫の本や、秋の葉っぱの本などを学級文庫に用意する。
○夏の虫探しを想起し、虫のいそうな場所を予想したり活動し
たい場所を見通したりする。
〇一人ひとりが行きたい所に自由に行けるように、みんなで虫
探しの約束を考える。
〇虫探しの後は、板書で校庭の配置図を簡単に示し、「どこ
で」「どんなふうに」見つけたのか、その時の状況はどうだっ
たかなどを尋ね、夏と秋の虫探しで「同じこと」「違うこと」
を挙げ、比べることで季節の違いに気付けるようにする。
〇活動後、休み時間にも各自で虫探しに行ってよいことにする。

○秋の草花や樹木、虫などの動植物の観察をしたり、どんぐり
工作体験をしたりする校外学習（AP)を計画し、事前学習で施
設の写真を見て、どんなことができそうか予想する。
〇どんぐり工作で作ったものを家族へのお土産として持ち帰り、
「もっと作りたいな」「どんぐりで〇〇を作りたいな。」とい
う意欲が高まるようにする。 ○子どものつぶやきを拾い、

次の活動へ。子どもの関心が
虫から秋の宝物へむかうよう
に誘う。

秋
の「
お
た
か
ら
」で

作
っ
て
遊
ぼ
う

①「夏休みの宿題で、虫図
鑑を作ったよ。」
「ぼくは、セミの抜け殻を
たくさん見つけたよ。」
「先生がセミの抜け殻を
もってきてくれたよ。」
「学校に行く途中、トンボ
が飛んでいたよ。」
「他にもいろんな虫がいそ
うだね。」

⑯「かわべ生き物の森って
どんなところ？」
「何があるのかな。」
「虫を捕まえたいな。」
「秋の物を見つけたい。」

⑱「虫だけでなく、どんぐりや葉っ
ぱも見つけたよ。」
「どんぐり工作、楽しかったね。」
「自分でも作ってみたいな。」

⑪「高い所にいる
虫も捕まえたい
な。」
「伸びる長い網を
持ってこよう。」
「どんぐりや葉っ
ぱを入れる袋もい
るね。」
「虫かごは肩から
下げられるものだ
と動きやすい
ね。」

学
校
で
秋
の
虫
を

探
そ
う

近
く
の
公
園
で

虫
を
探
そ
う

も
っ
と
大
き
な
公
園
で

秋
の「
お
た
か
ら
」を

探
そ
う

⑧「もっと違う場所で
虫探ししたいな。」
「山とか行きたいな」
「かわべ生き物の
森！」
「荒神山！」
「公園は？」
「公園なら、すぐに行
けるよ。」

⑥「たくさん見つけたね。」
「今日の“ピカイチさん”をプリン
トにかこう。」
友だちの“ピカイチさん”を聞く。

↓
「いろんな虫がいるな。」
「いっぱいいるやん。」

②夏にはあまり見つ
けられなかったから、
虫探しに行きたいな。

どんなことが
したいかな

虫探しに行こう

ふり返ろう

どんなことが
したいかな

⑦「うまく捕まえられなかった
よ。」
「○〇さん、捕まえるのが上手だ
ね。」
「虫とり名人だね！」
「コツがあるのかな。」
「捕まえ方を聞いてみよう。」

虫探しに行こう

ふり返ろう

計画を立てよう

計画を立てよう

ふり返ろう
どんなことが
したいかな

かわべ生き物
の森に行こう

⑲「〇〇遊びをして、楽しかったね！」
「カナヘビがたくさんいたよ！」
「大きなアリもいたよ。」
「自分でアクセサリーやどんぐりゴマを作りた
いな。」
「葉っぱを集めたら、スカートに見えたよ。」
「もっといろんなものを作りたい。」

⑫「公園にもバッタはいたね。」
「草むらが多いから、たくさんいる
ね。」
「きれいな葉っぱを見つけたよ。」
「木の実や枝もひろったよ。」

○児童の言葉を基に、約束を確認する。
〇見つけた虫、秋の物について、何か例えたり触れたりな
どして特徴を捉えている児童に共感し、対話しながら児童
なりの気付きを引き出す。
〇幼児期やこれまでの経験を基に、自然の様子や特徴につ
いて気付いたり予想したりしている児童の発言を認め、全
体へと広げていく。
〇虫探しの後は、公園の平面図を示し、「どこで」「どん
なふうに」見つけたのか、その時の状況はどうだったかを
尋ね、校庭での虫探しと比べて、どんなことが違っていた
か気付けるようにする。また、生き物を見付けた場所に注
目し、校庭との共通点も見つけていけるようにする。

⑮虫だけでなく、秋の物
をもっと見つけたいな。
もっと大きな公園へ行き
たい！

④「一人ひとり行く
なら約束を考えてお
こう。」
「虫をとるなら、虫
とり網や、虫かごが
いるね！」

⑩「校庭よりもっと
たくさんの虫を捕ま
えたいな。」「たく
さん虫がいると思う
よ。」
「時間はたっぷりほ
しいな。」
「どんぐりや葉っぱ
もひろいたいな。」

計画を立てよう

⑭「どんぐりや
葉っぱで色々作り
たいな。」
「飾りとか冠を作
りたい。」
「もうすぐかわべ
生き物の森に行く
から、そこでも虫
を捕まえたい！」
「葉っぱやどんぐ
りもひろいた
い！」

⑰「森のクイズがあ
るみたい」
「広いところだから、
虫もいっぱいいるは
ず。」
「どんぐりや葉っぱ
も拾ってこよう。」

③「どこを探すとい
いかな。」
「一人ひとり行きた
いところに行こ
う。」
「夏よりもっと時間
がほしいな。」
「秋だからトンボが
いるかな。」

⑬公園の“ピカ
イチさん”をプ
リントにかこ
う。」
友だちの“ピ
カイチさん”を
聞く。

↓
校庭と比べて
どうかな。

＊授業時間だけでは、捕まえられなかった子も、休み時
間にも虫探しをしてもよいことにしたことで「～したい」
気持ちと活動が継続した。
＊虫を見つけた場所を校庭マップで表したことから、「自
分もその場所に見つけに行ってみよう」という意欲につ
ながった。

＊公園から帰った後、「秋のおたからマップ」を作
成したことで、学校での虫探しと比較し、「公園
の方が虫の種類が多い」「どんぐりや木の実、
落ち葉がいっぱいある」などを発見することがで
きた。虫だけでなく、葉っぱやどんぐりなどの秋
の物へ、関心が広がった。

＊子どもたちの発した「おたから」という言葉を大
切に、素敵なものを見つけたり、集めたり作った
りするわくわく感に繋げていった。
＊AP（校外学習）では、限られた数のどんぐり
の工作であったため、学校に戻ってから、存分
に遊べるよう、材料をたくさん集め準備を進めた。

⑤「ダンゴムシは秋にもいたよ。」
「夏にはいなかったセミがいたよ。」
「バッタがいたよ。草を入れておこう。」
「アオスジアゲハがいた！捕まえるときは、
そーっとね。」
「〇〇さん、捕まえるの上手！」
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㉕年長さんを招待し
て遊びたいな。

【城東小学校区】校名（彦根市立城東小学校）

教師との信頼関係に 支えられた生活

②滋賀県版
学びのサイクル
デザインシート

○園での秋に親しむ活動を想起しながら学習に臨めるように
し、「もっと楽しくするためにはどうしたらいいかな」と声
を掛ける。これまでの経験を生かした工夫が見られた時には
それを認め、価値付ける。
〇「つくる→遊ぶ→振り返り・見通す→つくる→…」という
一連の流れで毎時間過ごすことで、見通しをもった活動がで
きるようにする。
〇作りたい物を作って、まずは自分が楽しみ、友だちに自分
の作った物で遊んでもらって、「もっとこうした方がいい」
と気付く場となるよう、友だち同士の交流の場を設定する。
〇秋の物の不思議さや面白さに気付くことができるよう、自分の
思いや考えを友だちと比べ、何度も遊びを試す場を設定する。

㉖「どうしたらもっと楽しくなるか
な。」
「遊びと遊び方、どうする？」
「去年招待してもらったときみたいに、
楽しいおもちゃまつりにしたいね。」
「たくさんの人が来てくれるから、広い
場所で遊んでもらいたいな。」

秋
の「
お
た
か
ら
」で

作
っ
て
遊
ぼ
う

秋
の「
お
た
か
ら
」で

お
も
ち
ゃ
ま
つ
り
を

し
よ
う

㉓「葉っぱでチョウを作ったよ。」
「葉っぱとどんぐりでお面を作った
よ。」
「どんぐり迷路を作ったよ。」
「木の実ネックレスができたよ。」
「こすりだして、線の模様が出て楽
しかったよ。」

⑳秋の〇○を使ってお
もちゃを作って遊びた
いな。

どんなことが
したいかな

計画を立てよう

㉑「迷路を作りたい
な。」
「どんぐりを転がした
いな。」
「どんぐり、もっとほ
しいな。」
「友だちと一緒に作る
と楽しいよ！」

ふり返ろう

どんなことが
したいかな

㉔「〇〇グループの遊びが楽
しかったね。」
「ルールを説明してくれて、
楽しかったよ。」
「もっと他の人も遊びに来て
ほしいな。」

おもちゃまつりを
開こう

ふり返ろう

作って遊ぼう

計画・準備をしよう

㉚「釣りやすいように、大きな魚を
作ってよかった。」
「遊び方を丁寧に説明したら、分かっ
てくれたよ。」
「楽しんで遊んでくれたよ。頑張って
準備してよかった。」
「また一緒に遊びたいね。」
「お家の人にもこのおもちゃで遊んで
もらいたいな。」

㉒「何でどうやって作
る？」
「材料は？」
「広い場所で作りたい
な。」

〇園児とともに行うおもちゃまつりでは、お世話を「して
あげる」のではなく、「一緒に楽しむ」活動になるよう、
園児の気持ちを想像しながら、一緒に楽しめる遊びやおも
ちゃに改良していけるようにする。
○友だちと遊んだ時と園児と遊んだと時とでは何が違うの
か問い、必要なことについて児童が考えられるようにする。
（ルールの変更・簡素化・説明・おもちゃの強度を上げる
など）

㉙「年長さんも、楽しんでくれて
いるね。」
「ルールを分かりやすく説明でき
たよ。」
「一緒に遊ぶと楽しいね。」
「景品を渡したら、喜んでくれた
よ。」

㉘「看板があったほうが
何のお店か、分かりやす
いかな。」
「もっと丈夫なおもちゃ
にしたいな。」
「遊びのルールも変えた
ほうがいいかな。」
「分かりやすい簡単な
ルールにしよう。」
「景品を渡したらどうか
な。」

㉗「投げる場所を変えて、
点数をとりやすくした
よ。」
「壊れやすかったから、
テープでしっかりつけて丈
夫にしたよ。」
「遊び方を画用紙に書い
たよ。」

＊子どもの思いを大切にしながら、必要な材料や道
具の準備をした。違うグループの友だちのおもちゃ
でも遊び合いながら、よいものを作っていけるように
声掛けを続けた。
＊秋の物を使ったおもちゃは、個々に小さな物を作る
ことから始まった。子ども達が、大きな材料に気付い
てダイナミックな製作ができるような準備や材料を出
すタイミングが少し遅れてしまった。

＊園児との交流は2回実施できた。1回目の振り返りや反省で、
次のおもちゃまつりに向けて、グループ内で相談しながら、作り
直したり、おもちゃの数を増やしたりして、相手意識をもって取り
組むことができた。
＊２回目の交流の後、体育館の撤収作業等で慌ただしく、振り返
りの時間や、達成感に浸る時間が十分に取れなかった。
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１ 主題設定の理由 
これまで、小学校はもちろん、幼稚園や保育園での保育や学習の公開・参観を繰り返しながら、子ども

たちの姿を話し合い、共有してきた。豊かな経験をするための環境構成はどう考えるとよいのか、感じた
り考えたりしている子どもたちの思いを引き出して積み上げるためにはどのように保育や授業を仕組めば
よいのかなどについて、継続して協議してきている。 

上記の研究テーマ「豊かな生活経験をする中で、自分の思いや考えを表現し合える子をめざして」は、
学区就学前教育協議会の研究主題である。令和３年４月には、本市教育研究所研究員による幼保小の円滑
な接続に関する研究がスタートした。研究員が定期的に発行する通信により、園児の活動内容や学びの姿、
環境づくりなどを、小学校教員が改めて詳しく意識するきっかけとなった。就学前の子どもたちが様々な
活動を通して学んでいる姿や内容を、その延長である小学校教育において把握し、身に付けてきた見方や
考え方を十分に働かせることができるよう、つなぎ伸ばしていくことが未来の連携であり、円滑な接続と
なると考える。今後、この研究テーマを引き継ぎ、子どもたちの発達や学びのプロセスをより確かに見取
っていきたいと考える。 
 

２ 幼児教育と小学校教育をつなぐ取組や架け橋期のカリキュラムに関する取組など 
(１) 実施した研修会等 

 

実施日 担当者 内容等 
４月１１日 幼保小管理職、担当者 幼保小接続連絡協議会・顔合わせ・事業内容確認 

４月１８日 幼保小管理職、担当者 
学びに向かう力推進事業連絡協議会 
加配教員の勤務に向けた打合せ 

６月１２日 幼保小職員、担当者 １・２年公開授業・研究協議会・相互参観 
６月３０日 幼保小職員、担当者 ５年公開授業・合同研修会・相互参観 
７月 ６日 幼保小職員 金田幼稚園公開保育・研究協議会・相互参観 
７月１０日 幼保小担当者 カリキュラム検討会 期待する子ども像について 
７月１８日 幼保小職員 ありす保育園公開保育・相互参観 
７月１９日 幼保小職員 金田東保育園公開保育・相互参観・合同研究協議会 
７月２４日 １・２年担任、担当者 校内カリキュラム検討会 
７月２５日 幼保小管理職、担当者 幼保小接続連絡協議会 事業の進捗状況交流 
７月２７日 １・２年担任、担当者 １・２年 指導案検討 
７月２８日 幼保小担当者 カリキュラム検討会 主な教育課程について  
８月 ２日 小学校全職員 職員研修 保育体験 
８月２２日 幼保小担当者 幼保小合同カリキュラム検討会 

９月２８日 小学校職員 
学びに向かう力推進事業訪問・指導案検討会 
３年公開授業・研究協議会 

１０月１２日 幼保小管理職、担当者 公開研修会打合せ  
１１月１６日 幼保小職員 学びに向かう力推進事業公開研修会 

１２月２０日 幼保小管理職、担当者 
学びに向かう力推進事業意見交流会 
公開研修会の振り返り 

１月１７日 幼保小担当者 
学びに向かう力推進事業担当者会  
１年目の振り返りと２年目に向けての話合い 

２月１３日 小学校管理職、担当者 近江八幡市幼保小接続推進会議 
３月 ５日 幼保小担当者 新１年生の情報交換・１年目の振り返り 

私立ありす保育園・私立金田東保育園・近江八幡市立金田幼稚園・近江八幡市立金田小学校 
研究主題：豊かな生活経験をする中で、 

自分の思いや考えを表現し合える子をめざして 
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(２)加配教員の取組 
◆保育への参画・保育の準備・打合せの参画について 

週１５時間、３園の５歳児クラスを中心に保育に参画した。園では、子どもたちの「したい！やり
たい！」と思えるわくわくする体験の環境構成が充実しており、そこから生まれる子どもたちの思い
を主とした遊びが展開されている。そこで感じたことは、言葉での伝え合いが遊びを深めていること
である。遊びを通して気付いたり分かったりしたことを個人としても、また、振り返りの時間を活用
して集団としても共有されている。そこでの発想が次の遊びへと展開されていく。保育の中で培われ
たこの力を小学校教育でも年度当初からつないでいけるようにしたい。 
◆架け橋期のカリキュラムの作成について 

カリキュラムについては、５歳児担任、１年生担任、研究主任、加配教員が中心となり作成を進め
た。まず、期待する子ども像を幼保小の担当者で考えた。話合いの中で、子どもの学びはどこから生ま
れるのかが中心となった。「楽しそうだな。やってみたいな。」と心が動く体験をすることが基盤とな
り、そこから気付いたことや分かったことを友だちや先生に話したり、伝え合ったり、そして次はどう
しようかと試行錯誤したりする姿に繋がっていく。そしてその姿は、架け橋期である５歳児、１年生共
に共通しているのではないかとまとまった。予想される子どもたちの声をキーワードとして挙げ、期待
する子ども像を「わくわく・もっともっと・聞いて聞いて～心が動く体験を通して思いや考えを伝え合
う子ども～」に設定した。また、１０の姿の中から「思考力の芽生え」と「言葉による伝え合い」の２
つの観点に絞り、５歳児から１年生へ、そして２年生へと学びをつなげていくための内容を繰り返し話
し合った。 

 
３ 実践事例 
【金田小学校】 
・加配通信の発行：幼稚園や保育園での子どもたちの姿やどのような学びをしているのかを加配通信「か

けはし」として定期的に発行した。 
・ドキュメンテーションの掲示：金田幼稚園が保護者向けに作成しているドキュメンテーションを小学校

にも掲示した。幼稚園での取組が共有でき、小学校職員は、感じたことを付箋に書いて貼り付け幼稚園
にお返しした。写真や細かな説明があるおかげで子どもたちが遊びの中からたくさんの学びをしている
ことがよく分かった。 

・図書室見学、学校司書によるオリエンテーション、図書委員の読み聞かせ：図書を通しての取組として、
小学校の図書室見学を実施した。学校司書によるオリエンテーションや本の貸し出し・返却体験も同時
に行った。また、昼休みの時間を活用して小学校５・６年生の図書委員が金田幼稚園に行って読み聞か
せなどの交流をした。 

・運動会、音楽会の練習見学：主に１・２年生の練習を見学してもらった。実際に小学校での様子を見た
ことで「小学生になったら、あんなことをするんだ」と、より１年生への憧れや期待感を強くもっても
らえた。また、１・２年生も自分たちの頑張りを認めてもらえたことは大きな喜びや自信になり、本番
も頑張ろうと次の活動へと繋がった。 

・保育体験・校内研修：夏休み中には、小学校職員がありす保育園と金田東保育園で保育体験を行い、幼
児教育への理解を深めた。体験後には、１０の姿に基づき、どのような姿やつぶやきが見られたかをま
とめた。 

・秋まつり：１年生教室を会場として、３園の５歳児を招待した。楽しく遊んでもらうためにはどうすれ
ばよいかを話し合い準備を進めた。５歳児・１年生が一緒に振り返りをしたり、国語科でまとめたパン
フレットを読んでもらったりした。 

・１、２年生の授業実践：両学年における合言葉は「活動してから考える」だった。小学校の授業づくり
において、「考えてからやってみる」ことは少なくない。しかし、低学年の子どもたちは十分な活動の
中から様々な事象に気付き、振り返ることで知識や経験として蓄えていく。そこで、様々な授業におい
て「活動」してから「考える」ことを大切にして授業に取り組んできた。11 月16 日の研究発表大会に
おいても、1 年生 2 クラス、2 年生 1 クラスを公開し、主体的に活動し、活動から得た学びを交流する
ような学習を展開することができた。 

【ありす保育園】 
『友だちと考えやアイデアを出し合い、自分たちの遊びを進める楽しさを味わったり、協力しながら

作ったりすることを楽しむ』をねらいとし、お店屋さんごっこの活動を進めてきた。自分の思いや考え
を言葉にして伝えることは活発にできていたが、友だちが話すことに耳を傾けたり、受け入れたりする
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ことが難しい場面があった。その都度保育者が仲立ちとなって互いの考えをより引き出したり、時にど
のように解決するかを一緒に考えたりしてきたことで、相手の気持ちに気付き「こうしたらいいんじゃ
ない」「じゃあ○○してみようか」など受け入れ考える姿勢がみられた。 

【金田東保育園】 
「一人ひとりの子どもが主体的に遊び、互いに思いや考えを伝え合えるようにする」

「何度も試したり工夫したりして、玩具作りを楽しむ」をねらいとした。夏には泥んこ遊
びを通して友だちと一緒に何度も失敗を繰り返しながら樋と砂を用いて高低差をつけ水の
流れを感じ、秋にはその経験を生かして小さなクラスの子も楽しめる松ぼっくりの転がし
コースターを子どもたちの発想で作り上げた。日常の生活の中で、異年齢児と関わり保育
者と共に相手の思いに寄り添い考えることを繰り返すことで、自分たちより小さな子を大
切に思う気持ちを育むことができた。 

【金田幼稚園】 
（にじ組）友だちと一緒に思いや考えを出し合いながら、遊びを楽しめるように心が

けた。お店屋さんごっこでは、お店に必要な物を考えて作ったり、「お店の商品が足り
なくて困っている」などと、遊びを振り返って困ったことをみんなで相談したりして、
遊びを進めていた。振り返りの時間が、遊びの発展につながっていた。また、他学年を
お店に招待する際には、「字が読めないかもしれないから、矢印や絵で看板を作ろう」
と考えたり目線を合わせながら接客するなど思いやりをもって関わったりする姿も見ら
れた。遊びを繰り返す中で“やってみたい”“面白いな”と心を動かしながら遊び込む
姿が見られた。 

 
（そら組）興味のあることやものに自ら関わり、試したり工夫したりできる場や材

料、じっくりと遊びを楽しめる時間を保障し、幼児の思いを軸にしながら遊びを進めて
いくことを心がけた。異年齢の友だちとの関わりでは小さい友だちが理解しやすい言葉
を選んで伝え、「楽しかった」「ありがとう」などの思いを受け取る経験ができた。自
分たちが考えた遊びの場を喜んでもらえたことの嬉しさを感じている。また、遊びの振
り返りの場では友だちと「困ったこと」を共有したり、解決策を話し合ったり、自分な
りの考えを出し合ったりすることができた。友だちの思いに触れながら、一緒に遊びを
進めていこうとする姿が見られている。 

 
４ 研究の成果と課題 
【成果】 
・互いのよさを知る…幼保小の交流が増えたことで互いの教育を知り、それぞれの教育で大切にしている

ことや目指す子どもの姿を共有することができた。 
・小学校職員の意識の変化…幼児教育を取り入れた子どもの姿から考える授業づくりを意識するようにな

ってきた。 
・カリキュラムの見直し…幼保小接続でつないだ学びは、２年生、３年生へ、そして、小中連携とつなが

っていく。各学年の年間指導計画や学年間での学びに大きな段差がないか見直すきっかけになった。 
 
【課題】 
・全職員での共通理解…全年齢、全学年で子どもたちの学びはつながっている。５歳児と１年生だけの取

組ではなく全教職員で取り組めるようにする工夫が必要である。 
・日程調整の難しさ…すでに年間の行事予定が決まっていたり、校園で時間の使い方に違いがあったりと

何か取組をする際に日程の調整が難しかった。次年度は、年間を見通した計画を立てる必要がある。 
 
５ 今後に向けて 

本事業１年目として、まずは、互いの保育と教育を知ることから始めた。２年目は、研究を進めるにつ
れて見えてきた課題点の改善に努めるとともに、今年度の取組を継続し、これまで以上に気兼ねなく保育
や授業の相互参観・校園の職員が交流できる場を設けていきたい。また、作成したカリキュラムを実践し、
検証・見直しを繰り返していきたい。 

- 32 -



５歳児 第１学年

時期 （月） ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３ ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３

期待する
子ども像

わくわく・もっともっと・聞いて！聞いて！～心が動く体験を通して思いや考えを伝え合う子～

幼
児
期
の
終
わ

り
ま
で
に
育
っ

て
ほ
し
い
姿

思考力の
芽生え

いろいろなものに積極的に関わり、気
づいたり発見したりする

自分なりに予想し、繰り返し試したり
工夫したりする

経験したことを生かしたり、いろいろな考え
に触れたりしながら、よりよいものをつくり
だそうとする

新しい生活や環境に慣れ、小学校の学
習や活動に興味を持つ

経験したことをもとに、何度も繰り返
したり試行錯誤したりする

もっとやりたいという動機を大切にし
て、試行錯誤したり考えたりする。

言葉によ
る伝え合
い

自分の思いを言葉で表したり友だちの
話を聞いたりする

自分の思いや考え、経験したことなど
を相手に分かるように工夫しながら話
す

互いの話に関心をもち、話題を共有し
ながらやりとりを楽しむ

新しい友だちと関わる中で自分の思い
や考えを言葉で伝えようとする

友だちと話す中で互いの思いや考えを
伝えたり認めたりする

友だちと話す中で、順序を意識して話
したり、聞いたりしようとしている。

大
切
に
し
た
い

こ
と

環
境

単
元

自らやってみたい、もっとこうしたい
と思えるような場の工夫

探究心を引き出しながら、繰り返し試
せる環境づくり

考えを出し合い、友だちと協力しなが
ら遊びを進められる場の工夫

安心した学校生活がスタートできるように園
の遊びを取り入れたり、ゆったりとした学習
時間の設定をしたりする

ペアやグループ活動を取り入れる
主体的に学習に取り組める導入や次の学習につながるゴール設定

先
生

の
関

わ
り

子どもの「やってみたい」に寄り添い、
見守ったりきっかけをつくったりする

子どもの思いに共感し、友だちと共有
できるよう働きかける

子どもの思いが実現するような関わり 子どもの話を「ゆっくり」聞く 子どもの興味と教科をつなぐ 「もっとやりたい」を引き出す

キ
ー

ワ
ー

ド 「やってみたい」 「どうしてかな？こうしてみよう」 「こんな風にやってみない？」 「知ってる！聞いて聞いて！」 「もっとやってみたい！」 「もっとやりたい！もっとできる
よ！」

主
な
教
育
課
程
・
予
想
さ
れ
る
活
動

滋賀県版「架け橋期カリキュラム」共通シート（案） 【 金田小学校区】校園名（ ）

表
現
し
て
遊
ぼ
う

生：がっこうだいすき
部屋

自
然
と
遊
ぼ
う

体
を
つ
か
っ
て
遊
ぼ
う

生：がっこうだいすき
先生

音：音楽会
楽器となかよくなろう

生：もうすぐ２年生

１日入学
５歳児と交流

生：たのしいあきいっぱい
秋まつり

体：運動会 体：水あそび

朝の会・給食・トイレや手洗い場の使い方・帰りの会・振り返り活動・身の回りの整理整頓・あいさつ・読書・数量感覚・ものの数え方・時計・時間割・当番活動・そうじ （小学校から）係活動・給食当番

感じたことや
考えたことを
表現して遊ぼう

体を動かして
遊ぼう

運動会
バルーン・リレー・ダンス

体操

プール遊び

サッカー
固定遊具

鉄棒・うんてい

ルールのある遊び
おにごっこなわとび

大縄・短縄

からだそだて

栽培・収穫 色水遊び 水遊び

自然と関わって
遊ぼう

虫つかみ

数える 調べる 観察しよう

飼育する
雪・氷
つらら・霜

落ち葉
木の実

さつまいも収穫→
やきいも

調理

ごっこ遊び
お店やさん

劇遊び

描く 遠足 運動会 芋掘り

つくる

話す

空箱制作

遊びの振り返り 遊びに必要な
ものをつくる お話をつくろう

図：すきなもの
バッグ

音：うたって
なかよし

道：たのしい
がっこう

国：みんなに
はなそう

国：大きなかぶ
役になりきる

算：かずを
さがそう

学：かかりを
きめよう

国：すきなきょうかは
なあに

国：おもいだして
かこう

音：みんなであわせて
たのしもう

音：はくにのって
リズムをうとう

生：きれいにさいてね
観察・朝顔・さつまいも

生：なつがやってきた
砂遊び・シャボン玉

図：ザリガニの絵

生：いきものとなかよし
ザリガニのお世話

生：いきもの
さがし

校外学習
かなへび
どんぐり

生：さつまいも
リース作り・食育

算：たしざん
ひきざん

生：若宮神社
どんぐり探し

図：作品づくり
土粘土

生：冬をたのしもう

昔遊び・たこあげ・
チューリップ

体：表現あそび
リズム

音：うたっておどって
なかよくなろう

体：かけっこ・リレー
体ほぐしの運動

算：どちらがながい

体：多様な動きを
つくる運動あそび

体：マットを使った
運動あそび

図：はこでつくったよ

算：かたちあそび
算：かたちづくり

体：体つくり運動
なわとび

金田小学校・金田幼稚園
ありす保育園・金田東保育園
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１ 主題設定の理由 
本年度は、学びに向かう力推進事業１年目として、年度当初に、目指す子どもの姿を園と学校で共

有した。その中で目指す子どもの姿を全体で明確にし、「自立心」「協同性」「言葉による伝え合
い」を３本の柱として保育・授業改善に取り組むこととした。また、保小が同じ視点から子どもの育
ちを見とる研修を重ねながら、滑らかな架け橋期カリキュラムを作成をし、その検証および改善を通
して、動的なカリキュラム作成のサイクル実践を目指している。 

 

２ 幼児教育と小学校教育をつなぐ取組や架け橋期のカリキュラムに関する取組など 
（１） 実施した主な研修会など 

実施日 対象 内容等 

４月１４日 保小管理職 加配 5 歳児担任 保主任 会議（事業に関する打合せ） 

４月１７日 保小管理職 加配 5 歳児担任 保主任 会議（日程調整・研修内容確認など） 

４月２４日 小学校教員 架け橋プログラム事業に関する共通理解と研究との関連について説明 

５月 ２日 ５年担任 加配 ５歳児担任 保主任 ５・５交流の年間の内容打合せ 

６月２０日 保小管理職 加配 架け橋期カリキュラム編成委員会 指導主事講話 

６月２６日～２８日 小学校教員 保育参観、保育園研修に加配参加 

７月 ７日 信楽町内保小管理職、５歳児担任、１年生担任 加配 保幼小接続信楽ブロック会議① 

７月１３日 保育士 １年生授業参観 

７月１９日 保小管理職 加配 会議 (研修内容確認) 

７月 25 日～28 日 小学校教員 １０の姿を通して学びの姿を見とる保育体験 

８月 １日 小学校教員 園長 5 歳児担任 保主任 合同研修会（ワークショップ 指導主事 大学教授からの講話） 

８月 ３日 小低学年担任 研究推進委員 １年生生活科指導案検討 計画打合せなど 

８月２９日 小低学年担任 保担当者 加配 カリキュラム開発会議 指導案検討  

１０月１０日 保小管理職 加配 保担当者 会議（カリキュラムの検討 公開当日の日程、役割分担など） 

１０月３１日 保小職員 外部参会者 公開研修会 合同討議 県指導主事、大学教授からの講話 

１１月２９日 信楽町内保小管理職、５歳児担任、１年生担任 加配 保幼小接続信楽ブロック会議② 

１２月２０日 保小管理職 ５歳児担任 加配 会議（公開研修会の振り返り 今後の取組について） 

１月１８日 保小管理職 ５歳児担任 加配 保主任 会議（実践記録の内容確認） 

１月２９日 小学校教員 園長 5 歳児担任 保主任 スタートカリキュラムの検討会議 県指導主事からの講話 

３月（予定） 保小管理職 ５歳児担任 加配 推進委員会 令和６年度（２年次）のカリキュラム取り組みについての確認 

 (２)加配教員の取組 
 ①保育への参画 

保育や園内研修に参画し、遊びに参加したり、保育環境づくりなどに取り組んだりして、保育
実践や保育者の関わりについて学んだ。安全に楽しく思いを活かして活動するための工夫の様子
から、小学校の授業改善に結び付けていける点について考えを深めることができた。 

園で特に学んだことは、季節感や年中行事を大切にし、発達段階や実態に応じた課題を職員同
士が話合いのもとに共通理解し、活動が仕組まれていることである。「０歳児～５歳児までの各
集団」の見通しをもって活動を計画することが大切にされている。 

小学校では、各担任が互いに学年の実践や工夫を見て学び合うという取組を重ねており、さら
に園から中学校までの発達段階や育てていく資質・能力への見通しをもつことが大切であると考
えた。主体性を引き出し、興味がもてる課題や有効な取組を共有し、授業改善を目指して校内研

甲賀市立雲井保育園・甲賀市立雲井小学校 

研究主題：進取の心を育み、仲間と共に学びあう 雲井っ子の育成 

～自ら考え、伝え合い、認め合う子どもを目指して～ 

- 34 -



究と関連付け、学校全体で話し合う機会を設けるようにした。 
 ②加配通信の作成や職員会議での共有 

園での「遊び」の様子を１０の姿と関連付けて紹介し、小学校の各教科とも密接に結び付き、
重なっていることを伝えた。小学校の職員は、年長児が幼児期に身に着け育ってきている力を知
り、ゼロスタートではないことを意識できるようになった。 

また保育園と学校が隣接しているよさを生かし、双方で情報交換を密にしながら、スムーズな
接続を考えていく機会を設定するようにしてきた。スタートカリキュラムの充実を図るために、
保育の実態を知ることが大切だと共通認識できた。入学当初は園の流れに沿って、４５分の時間
枠や教科の枠にとらわれすぎず、柔軟に子どもの姿を見て「ゼロスタートにならない活動」を仕
組むことを確認した。全体で具体的な手立てを話し合い、実践を保育の視点から参観し、その後
に小学校と共同で検討工夫・改善を書き込み、更に今後に蓄積していくという流れを計画してい
る。 

③架け橋期カリキュラムの作成 
保育および授業の改善を目標に、滑らかな架け橋期カリキュラムを、教科の流れと結び付けて

全体で考える場を設定した。目指す子どもの姿の共有や、その活動に必要な環境づくり、教師の
支援と工夫について話し合った。具体的な「つぶやき」を想定し、児童の思いや願いをきっかけ
として、学びが始まること、教科等の学習に滑らかにつながるような配列を工夫した。 

 ④信楽ブロック保幼小接続会議での発信 
   雲井保育園、雲井小学校での取組を、町内ブロックの接続会議で報告し、研修会等で学んだこ

とを共有した。 
３ 実践事例 

（１） 互いを知る （夏季合同研究会や保育参観・授業参観など） 
 １学期中に、園から１年生の授業参観、小学校から４・５歳児の保育参観を行って、互いに感
想を交流した。また、特別支援学級の公開授業や他学年の校内研究授業にも参加し、小学校の生
活科や総合的な学習などの実践事例に触れ、理解を深めた。 
 夏休み中には、小学校の全教員が保育体験をし、園での「遊び」の様子の共通動画を見て、園
の先生の遊びの見取り方について学んだ。１０の姿を通して見取った様子をグループで話し合い、
交流をした。 
 また、園と小学校が同じ研修を受けたりや講話を聞いたりしたことで、同じ方向を向いて研究
を進めるための機会とすることができた。グループ協議では、異なる視点や観点での話合いがで
き、互いに視野が広がった。 

（２） 保育・授業改善に取り組む 
年度当初や夏休み中に、子どもの実態を具体的に園と小学校の双方向から出し合って共有し、

目指す子どもの姿を共通理解した。 
その上で、年長児と１年生だけでなく、他の学年でも子どもの「願いや思い」を活かし、「つ

ぶやき」を拾って、児童と共に創り上げていく授業展開を取り入れた実践ができた。 
２年生の生活科では、相手意識をもって取り組むおもちゃランドづくりで、豊富な素材を手に

取り試行錯誤できたり、広い場所で長期間継続して取り組めたりする環境を構成することで、活
動が多様に広がった。また、自分では思いつかなかった友だちのおもしろい発想に触れることで、
新たなアイデアがひらめき、力を合わせて「みんなを楽しませたい」と遊びを進め、その楽しさ
を味わうことができた。 

園でも、例えば、保育者は 1 つの特定の遊びにしか興味をもたない子どもの様子を見取り、実
態に応じて遊びへの誘いかけや参加しやすいきっかけづくりをし、やってみようという気持ちを
もてるようにしたり、協働的な遊びの楽しさに気付かせたりするような関わりを大切にされてい
た。子どもが葛藤を乗り越えてやってみる姿、子ども同士で対話する中で遊びを調整し工夫する
姿など、成長を感じる場面が多く、幼児期に応じた「学びの振り返り」が積み重ねられていた。 

（３） 出会う・親しむ・学びあう（児童交流） 
１年生の生活科「秋を楽しもう」の単元では、自然豊かな里山の植物や作物に詳しい方、自然
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素材で製作を得意とされる方々など、地域との出会いがあった。実際に「秋を見つけよう」と
校外に出かけ、発見したり気付いたりしたものを活用した遊びに発展させていく上で、大きな
力になった。 

５年生の５・５交流は、従来は５年生が計画した活動に年長児が参加するという活動であっ
たが、より充実した活動となるよう見直しを図った。年長児の担任との事前の話合いをもち、
交流する時期の行事や遊びの活動と関連させ、内容が発展する交流へと内容を工夫した。また、
５年生の児童には、相手意識と「来年度の雲井小学校を ONE TEAM にするために」という
願いをもとに、園と連携しながら、年間を通しての交流となるよう７月の「一緒に遊ぼう」、
９月の「運動会を一緒に楽しもう」、11 月の「雲井小学校の楽しいところを紹介」、１月の
「もうすぐ１年生、雲井小学校へようこそ」の活動を計画し、見通しをもって進めてきた。子
どもたちは、主体的、意欲的に取り組み、友だちと話し合い交流することで改善していくよさ
を学ぶことができた。 

４ 研究の成果と課題 
 【成果】  

・保小の全職員が互いに保育や授業を参観し、取組の様子や大切にしていることを知ることができ
た。特に、小学校の全職員が「１０の姿」を意識しながら子どもの活動する動画を参観したり、
保育体験したりする研修をした。「遊び」の中に仕組まれている「学びや育ち」に対する見取り
方について研修を深めることができた。また幼児期に育まれてきている資質・能力を小学校での
学習につなげていく大切さについて共通認識することができた。 

・「遊び」の環境づくりや保育者の関わりから、「学ぶ意欲」を引き出すことを大切にし、自らの
興味関心を生かす環境構成や、必然性のある課題を解決する学習活動を図り、授業改善の視点に
つなげることができた。 

・雲井地区で目指す子どもの具体的な姿を全体共有することで、０歳から１２歳までの子どもの育
ちを意識し、幼児期から学齢期までの児童の発達の特性を踏まえてカリキュラムをデザインする
ことの重要性が分かった。目指す児童の姿や、学校・園・地域の特性、保護者の願い等を、目の
前の児童の実態を踏まえてデザインすることで、より効果的なものにできることを、保小職員で
確認できた。 

 ・職員や児童が交流するためのより具体的で効果的な時期や方法について、気軽に話し合える関係
が深まった。園とは生活時間の流れが違うので、入学当初に小学校の時間割を柔軟にし、生活リ
ズムを滑らかに移行するための手立てを、共同で改善する研究計画ができた。 

【課題】 
・施設は隣接しているが、保育・教育にあたる時間やいろいろな会議もあるため、話合いや互いに

参観する時間を確保することはなかなか難しい。より頻繁に分かりやすい加配通信の発行や、園
と学校が双方向に情報交換ができる掲示板的な場の設定などの工夫が必要である。 

 ・園の活動の中で培ってきた力を生かすには、学ぶ意欲を大切にしながら学習のめあてを達成する
授業改善が必要である。そのため、保育者と教職員の共通理解と意見交流を継続して行う。 

 ・園の環境の工夫や生活の流れを取り入れたスタートアップ期の場の設定や、時間の枠組みなどの
工夫が必要である。 

 ５ 今後に向けて 
・今年度培うことができた、児童及び職員の双方向の交流を継続しつつ、更なる工夫を図ってい

く。 
・架け橋期のカリキュラムを実践・検証し、保育・授業の質の向上を図り、切れ目なく成長を支

える指導の工夫を蓄積する。 
・より具体的なスタートカリキュラムに改訂し、柔軟な時間割や合科的学習活動など、環境の工

夫を学校全体で共有しながら考えていく。 
・園は４月、５月の時期に１年生の参観を実施し、接続の視点をもって園と学校が協力しながら

より効果的な取組を検討する。学校は、保育参観や体験に、１０の姿の視点をもって参加する。 
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４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３ ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３

自立心

協同性

言葉による伝
え合い

単元環境

先生の
関わり

キーワード

戸外遊びや散歩などで春の草花や生き物に興味
や関心を持ち、触れたり遊びに取り入れたりし
て楽しんだ。夏の遊びでは、水や泡、泥、土粘
土などさまざまな感触を味わい、友だちと感じ
たことを伝えあったり繰り返し試したりするこ
とで遊びに広がりが見られた。

空き箱やカップ、段ボール、秋の自然物など身近
な素材を使って、制作遊びを楽しむ姿が見られ
た。さらに作ったものなどを使い、ハロウィンラ
ンドごっこへと発展し、友だちと一緒にイメージ
したものを協力して作ったり、役割を決めたり
し、繰り返し楽しむ姿が見られた。

新しい環境に慣れ親しみ、園で培ってきた力を生
かした自立的な学習活動ができていた。夏の遊び
では、園で年長児クラスと一緒に活動する場面が
あり、自分たちで工夫して手作りしたおもちゃを
率先して紹介する場面があった。学校探検をより
主体的なものになるよう取り組む。

生活科の「秋を楽しもう」の活動から発展し
て、2年生や年長児を招待して相手意識を持っ
たコーナーごとの遊びの形にしたり、保護者や
地域の方にも参加してもらって更に考えを深め
工夫をしたりする再構築の活動へ充実していっ
た。地域の支援が大きかった。

主
な
教
育
課
程
・
予
想
さ
れ
る
活
動

振り返り

やってみたい、おもしろいな、できた、もっとしたい、仲間と共に学びあう。

令和５年度 雲井保育園・雲井小学校 架け橋期カリキュラム
５歳児 第１学年

時期（月）

幼児期の終わ
りまでに育っ
てほしい姿

新しい人間関係や環境の中で、友だちや周囲の人と関わりながら、協力して活動する楽しさや、共に考え工夫を生かす良さを味
わう。

先生や友だちとの関わりの中で、自分の思いを言葉で伝えたり、相手の意見を聞いたりすることで、言葉による伝え合いやいろ
いろな考えを交流する良さを楽しむ。

大切にしたい
こと

やりたいな、おもしろいな、できた、仲間と地域と共に育つ子ども ～自他を大切に～

・夢中になって遊べる時間と場所の保障。
・材料や用具を選択しじっくりと考えて取り組んだり、やってみたい、もっとやりたいと思えたりする環境の工夫。
・友だちと相談したり、協力したりして、思いが共有できるような場つくり。

・子どもが安心して自分の思いや考えを出し、身近な環境の中で意欲的に活動できるように関わる。
・見通しをもち自ら考えて行動し、自分の力でやり遂げる満足感や達成感を味わえるように認め、共に喜ぶ。
・一人ひとりが自己発揮しながら、友だちと一緒に考え、行動する楽しさや面白さを共有できるようにつなげる。
・互いの良さや考えを認め合いながら、考えたり工夫したりして遊びを発展させられるように見守る。
・友だちの話を聞いたり、考えを言葉で伝え合ったりする喜びを感じられるような環境の工夫をする。

期待する子ども像

これまでの経験を活かしながら、興味のあることに自ら根気よく取り組み、やり遂げる喜びや達成感を味わう経験を重ねること
で自信をもつ。

園での体験を学習に生かしながら、自らさまざまな教材を生かして、試したり工夫したり、友だちと共感しあったりすることが
できる環境。

園の活動とつながる時間枠設定や環境づくりでステップを踏み、滑らかな接続を目指す。
生活科や体育科、音楽科、図画工作科を中心に、遊びや音楽を生かした活動を取り入れ、主体的、意欲的に取り組む課題を設定
する。
受容的な関わりで、できていることを認める。
活動の見通しやめあてが分かり、自分で学びを進められるように環境を整え、支援を工夫する。
話合い活動や協力して取り組む活動を意図的に計画し、達成感をもてるふりかえりの場を設定する。

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないことを自覚し、自分の力で行うために考えたり、工
夫したりしながら、諦めずにやり遂げることで達成感を味わい、自信をもって行動するようになる。

友だちと関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、考えたり、工夫したり、協力したりし、充
実感をもってやり遂げるようになる。

先生や友だちと心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表現を身に付け、経験したことや考えたこと
などを言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞いたりし、言葉による伝え合いを楽しむようになる。

みんなで
のびのび
やってみよう

わくわく
感じて試して
みよう

うきうき
心弾ませ
作ってみよう

鬼ごっこ・長縄跳び

体操・リズム遊び

ごっこ遊び（ままごと・お店屋さん・お祭り・キャンプ）

制作遊び（空き箱遊び・折り紙・ビー玉転がし

表現遊び（言葉遊び・季節の歌・童謡・粘土・お話の絵・楽器遊び）

ハロウィン
お化け屋敷夏まつり 発表会

お楽しみ会

5・5交流

プール

卒園式

サツマイモ何個とれたか数えてみよう！

あと｢２｣が出たら
ゴール！

テープ貼るから、持ってくれる？

おばけの仕掛けはどんなのにする？

折り方、教えて

プール 体育大会 持久走大会

学校大好き 春を楽しもう 夏を楽しもう 秋を楽しもう 冬を楽しもう もうすぐ2年生
校外学習入学式 1日入学

土紙砂粘土で楽しもう のり・ハサミ・テープを上手に使って作ろう 箱を組み合わせて表現しよう いろいろな道具で描いてみよう

学校大好き
・学校探検
・友だち・教職
員との交流

迎える会
送る会

夏がやってきた
・夏の草花や虫探し
・夏の遊びを楽しもう

いきものとなかよし
・秋の虫探し・飼育
たのしい秋いっぱい
・秋探し 校庭→公園→地域
秋を使って楽しもう

冬を楽しもう
・冬探し ・冬の遊び
外で遊ぼう
昔遊び、風車、たこあげ
雪や氷で遊ぼう

もうすぐ2年生
1年間をふりかえろう
新しい1年生をむかえよう

作陶

国：聞きたいな
友達の話

国：こんなこ
とがあったよ 国：知らせたいな

見せたいな 国：いいこといっ
ぱい一年生
・1年生の思い出
アルバム作成

芋ほり

体：遊具遊び 体：リレー 体：水遊び 体：表現遊び 体：ボール遊び 体：持久走 短距離走 体：なわとび、鉄棒、マット、跳び箱

国：大きなかぶ 国：くじらぐも 国：たぬきの糸車国：おむすびころりん

季節の
花を育
てよう

道：楽しい
学校

図：ちょきちょき切っ
て、くっつけて

図：色水
遊び

図：土や砂で
遊ぼう

図：素材を
変身

校内陶芸作品展

図：うつした
形から

自然物を使った遊び
（砂遊び・泥んこ遊び・水遊び・色水遊び・泡遊び) 氷作り・雪遊び）

散歩（散歩地図作り・草花、生き物探し・飼育）

苗植え・種まき・水やり・収穫

冬探し・春探し

1・5交流

種取・稲刈り

この虫何かな？図鑑で調べよう

水を少しにすると
ふわふわの泡になるよ

秋の遠足

木の実、落ち葉拾い

芋掘り

綺麗な氷が出来るように
キラキラ紙入れてみよう

お別れ会
お別れ遠足

卒園制作お化け、招待状作り・大道具、衣装作り

お話あそび・劇遊び
私は〇〇になりたい。僕は△△になる！

私も入れて いいよ

かけっこ・リレー

固定遊具・サーキット遊び

組体操・リズム表現

Ｚ運動会
サッカー・ドッジボール

鉄棒・マット・縄跳び・伝承遊び・マラソン

かるた・トランプ・双六・伝言ゲーム

今度は勝ちたいな

逆あがりができるようになったよ

キッズサッカー
順番を相談しよう

自分たちでポーズを考えよ

１００回跳べるまでがんばろう

保育園の｢ほ｣知ってるよ

おうちは何で塗る？絵の具にしよう

トンボのポーズでピタッと止まれるよ
体つくり運動 走跳の運動遊び 水遊び 器具を使っての運動遊び ゲーム 表現遊び

バトンがうまくわたせたよ ダンスでノリノリ楽しいよ ドッジボールってわくわくする！ 新しい技にチャレンジしたいな

みんなで音読劇って面白いな自分の記録に挑戦するぞ

折ったり立てたりしてみよう

経験したことを話したいな

みんなで
つなげて
みよう

良く分かるように伝えたいな

リレーカーニバル

図：見て見て
あのね

楽しかったことを絵でかきたいな
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自立心

協同性

言葉に
よる伝え合い

 様々な道具や素材を使ってイメージ通りのものを作ることは、これまでも多く経験してきている子どもたちは、砂場
と水に創作の場を設定したことで、予測していたよりダイナミックで継続的な遊びの活動となった。様々な大きさの丸
太やビールケース、バケツ等数多く準備したことで、作り上げたい傾斜スロープをバランスよく置くためのアイデアが
次々出てきた。また、土台に適したものを選ぶ必要性に気付いていた。次第にイメージが膨らみ、流しそうめんを作る
遊びに広がったが、子ども同士イメージを伝え合い、助け合いながら、一緒に作り上げる喜びや、できたもので一緒に
遊ぶ楽しさを共有できていた。

 友だちとアイデアを出し合いながらおばけやしき遊びを工夫して楽しむ姿が見られた。「明日はもっと
怖くしよう」と目的を共有したことで、子どもの遊びがより協同的なものになっていった。子ども同士が
思いや考えを出し合いながら遊びを進められるような保育者の関わりや、場の設定・時間の確保が、自分
だけでは思いつかなかった友だちの面白い発想に触れ、新たなアイデアがひらめいたり、力を合わせるこ
とでみんなを楽しませる遊びを進めたりする楽しさを味わうことができたように思う。

令和５年度 架け橋期カリキュラム実践記録       【雲井小学校区】 雲井保育園

やりたいな、おもしろいな、できた、仲間と地域と共に育つ子ども ～自他を大切に～

幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ

て
ほ
し
い
姿
が
見
ら
れ
た

子
ど
も
の
学
び
の
姿

「どうやったら流れるかな」
 砂場を掘って道を作り、水を流して遊んでいた子どもたちが、樋で坂道を作って高
いところから水を流そうと考えた。
 はじめは傾斜をつけずに樋をつなげ、なかなか水が流れないことに疑問をもってい
たが、近くにあった丸太の上に樋を置くと坂道になることに気が付き、丸太やビール
ケース、バケツなど大小さまざまなものを土台にして傾斜をつけ、樋をつなげていく
姿が見られた。傾斜を作りながらバランスよく樋をつなげることに苦戦すると「これ
はどうかな」と大きさの違う土台を持ち寄ったり、「ここ持つからつなげてみて」と
試行錯誤を繰り返したりしながら、うまく遊びを進めていた。
 樋が上手くつながり水が流れるようになると「何か流してみようよ」とスズラン
テープをそうめんに見立てて流す“流しそうめんごっこ”に発展した。自分たちで水を
流す役とそうめんを流す役、そうめんを食べる役に役割分担をし遊ぶ姿が見られた。
「今から流すよ」「もっと流してくれる？」「ちょっと水が足りないんじゃないか
な」とやり取りをしながら遊びを楽しむ姿が見られた。遊んでいく中で一回に流すそ
うめんの量を調節したり、たくさん水を流すと、速くそうめんが流れることに気付い
たり、いろいろな方法を試したりして、工夫しながら遊ぶ姿があった。さらに「もう
一つコースがあったら面白そう」「もっと長くしたい」との声もあり、友だちとアイ
デアを出し合い、協力しながら遊びを広げていた。

「ハロウィンランドを作ろう」
 大きな段ボールを使っていろいろなものを作って遊ぶ中で、できたトンネルを”おば
けトンネル”と名付け、それをきっかけにおばけがたくさん住んでいるハロウィンラン
ドを作ることにした。
 絵本などで見たおばけや妖怪を参考にしながら、思い思いに画用紙やビニール袋で
おばけに見立てたものを作り、「暗いところに置いてみようよ」「もっと広いところ
はないかな？」と考えた結果、作ったものを遊戯室へ持っていき、段ボールの壁や、
黒い布、カーテンなどを用いて遊戯室全体を暗くし、ハロウィンランドを作り始め
た。来た人を驚かすためにはどんなものが必要か子どもたち同士で考え、「箱に入っ
て隠れよう」「おばけにひもをつけて引っ張ってみよう」「壁の穴から手を出すのは
どう？」「お面をつけたらどうかな？」などイメージが広がっていき、身近な素材を
使って仕掛けやおばけになりきる衣装などを作っていく姿が見られた。
 ハロウィンランドが完成すると、おばけ役、案内役、お客さん役など役割を決めて
遊ぶ姿が見られるようになった。また、自分たちだけでなく異年齢の友だちや保育者
にも遊びに来てもらおうと「みんなにどうやって知らせよう」「来てくれた人に何か
渡すのはどうかな」と相談し、招待チケットや案内のチラシ、来てくれた人へのプレ
ゼントなども作り始めた。自分たちでイメージを膨らませて遊びを広げていったこと
や異年齢児の友だちもたくさん遊びに来てくれたことで充実感や満足感、達成感を味
わいながら遊ぶことができた。

友だちと関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、考えたり、工夫したり、協力したりし、充実感をもってやり遂げるようになる。
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わ
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で
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他
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ら
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5歳児

先生や友だちと心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表現を身に付け、経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞いたりし、言葉による伝え合いを楽しむようになる。

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないことを自覚し、自分の力で行うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずにやり遂げることで達成感を味わい、自信をもって行動するようになる。

高いところから流したら速く
流れるかな？

もっと樋をつなげて長いコースを
作ってみよう！ 後ろからひもを引っ張ると首ながお

ばけが出てくるよ。

トンネルの中にもカーテンをつけた
らもっと怖くなりそう！
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４・５・６・７ ８・９・１０・１１・１２ １・２・３

自立心

協同性

言葉に
よる伝え合い

 小学校は１年生にとって大きく広い空間であり、学校探検で出会う新しいことに対するワクワクと、
幼児期の経験を踏まえての授業になった。砂遊びやシャボン玉づくりは、個々が没頭して遊べること
や、個別の活動がどんどんつながっていく良さがあり、子どもの工夫や何回も挑戦する楽しさが発揮で
きる活動だった。２年生や年長児との関りの広がりから、相手意識と工夫という発想が生まれてきた。

 地域に自然が豊かにあり、秋を感じるものが多様にある環境を生かし、園での経験と結びつけながら活動を展開
した。おもちゃをつくって遊びたいという考えを「校外学習の体験」から想起し、地域の人材を生かすことで工夫
の幅が広がった。試行錯誤する中で、相手意識をもって「もっと楽しいものにしたい」という意欲がもてた。先に
教師側から「園を招待するよ」等というめあては提示しなかったが、主体的に活動する中で自然に相手を設定して
活動を発展させることができた。

他
園
・
小
学
校

か
ら
の
コ
メ
ン

ト

第１学年

先生や友だちと関わりの中で、自分の思いを言葉で伝えたり、相手の意見を聞いたりすることで、言葉による伝え合いやいろいろな考えを交流する良さを楽しむ。

令和５年度 架け橋期カリキュラム実践記録       【雲井小学校区】 雲井小学校

やりたいな、おもしろいな、できた、仲間と地域と共に育つ子ども ～自他を大切に～
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生活科「夏がやってきた」
 年度初めの学校探検で校内を見て廻り、様々な施設やいろいろな人がいることに気が付いた
１年生は、そこで遊んでみたり、新しい楽しみ方を見出したりして友だちとさまざまな活動を
やってみたいという願いや思いをもった。
 幼児期の経験を想起して共有し、安心感をもって砂遊びやシャボン玉づくりなど、夏の遊び
を楽しんだ。まず「春みつけ」で季節によって違う周囲のさまざまなものを使って遊んだ学習
とも関連させ、「暑い夏に楽しめる遊び」について問いかけると、「砂場の水遊び」「シャボ
ン玉」が出てきた。「園でもね、山や川をみんなで作って足を入れたら気持ちよかったよ。」
子どものつぶやきや発表を拾い、みんなでめあてを共有して活動の見通しをもたせた。
 園で親しんできた場所とは違い、また多彩なおもちゃや道具はないが、これまでの経験など
を関連付けながら遊びを工夫する姿が見られた。試行錯誤を繰り返し、友だちと協力して遊び
を作り出す面白さや、自然の不思議さ、材料や道具を工夫するための考えを巡らせ成功した時
の手ごたえや達成感をもっている姿が見られた。更に、個々の遊びが、同じ遊びをするグルー
プで発展したり、役割分担や協働作業が生まれた。
 小学校の新しい先生や環境と関わることで、新しい発見が生まれていた。単元の途中で教師
が板書しながら「新たな思いや工夫」をまとめたり、振り返ったりする活動を取り入れなが
ら、学習課題に対して解決するための支援や、気付きに対する共感や賞賛を行った。グループ
内やグループ間での情報共有をできるように、話合い活動の設定も大切にし、共有するよさに
も触れられるようにした。最後の振り返りシートでは、振り返りの文章の書き方、ひらなが文
字の書き方について丁寧に指導し、また絵や発言からも思いを読み取った。
 園で年長組の友だちと一緒に夏の遊びをしたい
という願いも出てきて、さまざまな出会いにより、
工夫したり考えたりする場面が広がった。実際に、
共に活動する場面になると、自分たちが遊ぶこと
に夢中になってしまう場面もあったが、ふりかえ
りをすることで、相手意識をもって遊びを準備す
るとよいと気付いた。

生活科「秋を楽しもう」
 園での「秋遊び」の経験を思い出させるような問いかけや、「春」「夏」から進んだ季節の
特徴へ気付きをもたせるようにした。「秋」はどんな季節であるか、絵本や写真、映像などで
もイメージを膨らませ、子どもたちの経験からの言葉を大切にした。
 ９月下旬には校外学習で「かわべ生き物の森」に行って、自然のものを素材にした制作物づ
くりを経験した。そして、図書館でも「秋遊び」の本と出会う中で、もっといろいろな工夫を
して遊びたいという願いをもつようになった。
 校区内の公園、神社、お寺、畑などへ出かけ、自然に出会い、たっぷりと浸る中で、興味を
深めていった。実際に遊びに出かける場で、地域の方々からも「こんなものも作れるよ」「小
さいときにこんなことをしていたよ」と紹介してもらい更に経験が広がった。１学期の「夏祭
り、お店屋さんに先生や２年生を招待しよう」の活動の経験も関連させて、「秋の葉っぱや
実、植物を使っておもちゃコーナーを作りたい」「また２年生を呼びたいな」「去年は年長の
組に秋のおもちゃが届いたね、ぼくたちもやりたいね。」という思いや願いが出てきた。
 地域の方をゲストティーチャーとして招き、更に工夫が展開していった。子どもたちの思い
や願いに寄り添いながら活動を進め、２年生からのアドバイスを生かして更に工夫を重ねた
り、昨年度の経験から「園に招待状を書こう」という意欲を見せたりして学びを深めていっ
た。

 
 
  更に保護者を招待したいという願いも出てきたので、参観をしてもらった。遊びを一生懸命
紹介したり、工夫したところを伝えたりして、「すごいね、がんばったね」と認められ、達成
感をもつことができた。次の活動への意欲にもつながっていった。
 園で体験してきたことを昨年度の年長担任から聞くことで、より具体的に結びつけて学習を
進めることができた。小学校の生活科で取り扱う内容も伝えることができて、相互の理解が深
まった。

これまでの経験を活かしながら、興味のあることに根気よく取り組み、やり遂げる喜びや達成感を味わう経験を重ねることで自信をもつ。

新しい人間関係や環境の中で、友だちや周囲の人と関わりながら、協力して活動する楽しさや、共に考え工夫を生かす良さを味わう。
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どうしたらうまくできるかな

畑の先生、その実はなん
て名前なの？

もっと面白くなるよ
うに工夫しよう。
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